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高血圧症の皮膚毛細血管に関する研究  
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本論文の一部は第15回（昭和28年12月）及び第17回（昭和29年11月）日本内  

科学全北陸地方会で発表した．  

ABSTRACT   

Theauthorhas studied the morphology and bloodpressureof the capillariesinthenai1－  

foldsin101cases of hypertensive subjects as devidedinto four groups according to the  

Classi負cation of the ophthalmoscopic changes byKeith and Wagner．The four groups are：  

（1）0．B．group which shows normalfundus oculi，（2）G．Igroup which、correspondsto  

grouplin the classi負cation by Keith and Wagner（K．W．Ⅰ），（3）G．Ⅱgroup which  

COrreSpOnds to K．W．Ⅱ，and（4）G．Ⅱ．Ⅳgroup which corresponds to K．W．Ⅱor K．  

W．Ⅳ．Further the changes of the capillaries were observed when the blood pressurein  

hypertension wereloweredbyaninjectionorby thelong－periodtreatment with hypotensive  

drugs．It was observed that the number of those cases of hypertension which showed the  

narrowingofarteriolarandvenouslimbs，aCCelerationof blood凸ow，abnormalstreamingand  

lackoffullnessin blood was greaterthan that ofthose normotensi↓e subjects showing the  
Same mOrphology．The丘ndingsofeach groupare：ineachgroup thecasesofthenarrowing  

Of arteriolarlimbs are on theincreasein number，and those of the narrowing of venous  

limbs areincreasingin numberin each group except for O．B．group；the degreesand fre－  

quencies of the narrowing are on the increase with the progress of the ophthalmoscopic 

Changes．The cases showing acceleration of blood flowincreaseinnumberin each group，  

and the cases of abnormalstreaming andlack of ful1nessin blood are alsoon theincrease  

in each group but O．B．group，and these changesare remarkablewith the progress of the  

Ophthalmoscopic changes．The cases that show the slowing of blood flowincreaseinthe G．  

Ⅱ－Ⅳ group．The cases showing tortuosityin capillariesincreasein G．Ⅱand G．Ⅱ－Ⅳ  

groups．The capillary blood pressures of the hypertensive subjects are found to be nearly  

equalto those of the normotensive subjects，bothin their ranges and averages，eXCept for  

G．Ⅱ－ⅣgrQuP Wherecapillary blood pressureisfound slightlylower．・When the hyperten－  

sivesubjectswereadministeredaninjection ofthehypotensivedrugs suchashexamethonium9  

bromide，benzyl－imida去01ine，Veratrumviride，rauWOl丘aserpentina，thecapillaries weredilated  

andthecapillarybloodpressureswereraisedtogetherwiththe fastfallof thegeneralblood  

pressure，but the capillary blood pressure remainedwithin the normalrange．In the case of  

thelong－period treatment by administering such medicines ashexamethonium bromide，pen－  

tolinium tartrate，rauWOlfia serpentina，Veratrum Viride to the hypertensive subjects，the  

improvementin the morphology of the capillaries following the fallof the blood pressure  
WaS reCOngnizedin18cases out of41cases，the percentage being43．9．The changes of the  

eapillary blood pressuresinnearlyal1the casesremainedwithin the normaldit！rnalvariation  
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limits，　except　in　a　few　cases　where　they　exceeded　the　normal　diurnal　variation　limits．　In

such　exceptional　cases　the　caplllary　blood　pressures　did　not　exceeded　the　normal　limits．

1．緒

　毛細血管は生理的な状態では，血液と組織との間の

物質交換の場として重要な役割を果しているが，一方

その大きな断面積よりして体循環の末梢抵抗の成立の

1因子となっていることは明らかである．しかし毛細

血管床の広大な断面積と容量から考えて，それは極め

て小さいものであることが想像される．毛細血管内の

血流は動脈及び細動脈の状態に影響されるが，これら

に無関係な毛細血管の独立した収縮性も知られてい

る1）2）3）．毛細血管床に起つた小さな変化でもそれが

全身に及べば，その広大な容量より考えても全身血圧

に大きな変化が起ると考えることは可能である．高血

圧症の如き末梢抵抗の異常な増加を示す病的状態で

は，毛細血管は如何なる態度を示すかを明らかにする

ことは興味のあることである．E．　Weβ4）5）が高血圧

症の指話皮膚毛細血管にその延長屈曲及び血流の促進

を特徴として認めて以来，毛細血管に末梢抵抗増加の

因子を認めんとする試みがなされてきたが，現在にお

いてはEichna　and　Bordley‘3）の指摘する如く末梢抵

抗の増加は主として毛細血管より前部で起り毛細血管

はこれに関与していないと考えられている．しかし全

く関与していないという実証はまだ示されていない．

　最近に至り，高血圧症の治療に種々の強力な血圧奇

言

下剤が発見され広く臨床的に応用されている．これら

の薬剤の循環動態に対する研究は数多く，又末梢血流

についての報告も少なくない7）一18）．かかる薬剤によ

る血圧下降に際して起る毛細血管の変化を追跡するこ

とは，高血圧症と毛細血管との関係の解明に役立つと

考えられるが，かかる変化を観察した報告は宮尾等

19），中川等14）の報告があるのみであり，しかも両者

の報告はヘキサメトニウム・ブロマイド及びベンヂー

ルイミダゾリンの薬理作用の検討に利用されたのみで

ある．

　一方Keith，　Wagner　and　Barker　20）は眼底小動脈

の変化を主にして高血圧症を4群に分ち予後とよく一

致していることを示した．毛細血管の形態を観察した

過去の報告には本態性高血圧症，動脈硬化症及び萎縮

腎についてそれぞれ特徴ある変化が記載されている

が，これと眼底所見とを対比した報告はない．眼底の

諸変化と比較して毛細血管を観察するならば，高血圧

症における細動脈の変化と毛細血管の変化との関係を

知ることができ，高血圧症の進行度の判定の一助とな

るかも知れないと考えられる．

　以上の観点より高血圧患老の指床皮膚毛細血管につ

いて諸種の観察を試みた．

］1．実験方法及び実験成績

　皮膚毛細血管の観察は患者を温度約20。Cに保たれ

た室内にて約30分安静仰臥させた後，予めツェーデル

油を塗って滑らかにし，心臓と同じ高さに置いた左環

指（故障あるときは右環指）爪溝の皮膚毛細血管を，

倍率約50倍のウルトラパークで観察した，ウルトラパ

ークの光源には6V，8Wの小電球を使用し，光源と

皮膚との間には青色フィルターを入れて光源によう熱

の影響を出来るだけ少なくした。毛細血管の諸計測に

はオクラールミクロメーターを使用し，同時に撮影し

た写真を参考とした．

　毛細血管圧の測定も同じように左環指爪満の皮膚毛

細血管について行った．測定装置は瀬戸ロ氏法2Dに

準じたが，数個の毛細血管を同時に観察し得るように

加圧箱の底面の内径を5mmとした．毛細血管圧の判

定には毛細血管内の血流が停止するまで加圧装置の圧

を急激に上昇させた後，その圧を徐々に下降させて毛

細血管内の血流の再開する時の水銀柱の高さを読み，

同じ操作を数回行い同一の値が3回以上認められた時

その値を毛細血管圧とした．

　　　　　第1項　正常者の毛細血管像

　　　　　　　　及び毛細血管圧

　21～46歳の正常血圧を示す男子92例，女子108例計

200例について観察した．毛細血管像は第10表に示す

如く相当の変移が認められた．動脈脚は10～15・μの径

を有するものが大多数で124例62・0％であった．これ

より軽度に狭小なもの43例21．5％高度に狭小なもの

21例10．5％であり，一方軽度に拡張せるもの12例6．0

％であった．静脈脚はその径10～20μのもの最も多く
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122例6LO％であり，：それより軽度に狭小なもの33例

16．5％高度のもの12例6・0％，拡張を示すもの軽度31

例15．5％，高度2例1・0％であった．蹄係高は200～

350μを示すもの114例57・0％，これより軽度に延長す

るもの32例16．0％，軽度に短縮するもの29例14．5％，

高度なもの25例12．5％であった．屈曲は認めぬもの

93例46．5％であり，軽度に認めるもの32例16．0％，

屈曲明らかなもの52例26．0％，著明なもの23例11，5

％であった．血流速度はやや緩やかに流れるもの多く

120例60．0％，それより軽度に低下せるもの25例12．

5％．高度に低下せるもの13例6，5％であり，促進軽

度のもの33例17．5％．高度のもの9例4．5％であっ

た．血流状態は比較的長く続く血流停止，穎粒状血

流，奔出状血流，虚血流を異常としたが，異常血流を

認あぬもの122例61．0％，軽度に認めるもの41例20．5

％，高度に認めるもの37例18．5％であった．充盈度

は良好なもの133例66．5％，やや不良なもの55例27．

5％．不良は12例6．0％であった．乳頭下静脈叢は認

めぬもの136例68．0％，軽度に認めるもの31例15．5

％，高度に認めるもの33例16．5％であり，蹄係数は

1mm中に平均5．8個であった．即ち毛細血管の計測

値は，動脈脚径は10～15μ，静脈脚径は10～20、μ，

蹄二刀は200～350、μのものが多く，諸先人の計測値

22）23）と近い値を示すものが多かった（第1表）．

　毛細血管圧は11～31mmHgで平均19．1mmHgで
あり，その範囲，平均値共に諸先入の成績2り24）25）と

第1表　　正常者の毛細血管像及び毛細血管圧

印
毛 細 血 管 像

察

者

動
脈
脚
径
μ

静
脈
脚
径
μ

蹄

係

幅
μ

蹄

係

高
μ

　蹄

　係

　数
1mm中

著 者11・一1511・一2・12・一4・12・・一35・1 6

山森・・）｝一1・11・一2・131・3±・・411267±3・8i6・85±…74

・・M・11・・23・ P9－1312・ ［20・一4・・1

測

定

者

　毛
　細
　血
　管
　圧

mmHg

著 者
11～31
（19．1）

瀬戸…）11711謬’3

L・m…d・・》 y15－25

Landis　25） 12～32
（20）

註：（）内は平均値

近似の値を示した（第1表）．

　　　　　第2項　高血庄症の毛細血管像

　当内科の外来及び入院の高血圧患者101例を眼底所

見に従って次の4群に分けて観察した。

　1）眼底小動脈に異常を認めぬ群（以下0．B．群

と略記す）

　2）眼底小動脈の狭小を主病変とする群即ちKeith

－Wagner第1型を示す群（以下G．1群と略記す）

　3）眼底小動脈の硬化を主病変とする群即ちKeith

－Wagner第皿型を示す群（以下G．】1群と略記す）

　4）網膜の浮腫，白班及び出血或いはこれらと乳頭

浮腫とを認めるもの即ちKeith－Wagner第皿型及び

第IV型を示す群（以下G．正一IV群と略記す）

　a）0．B．群の毛細血管像（第2，第3，第10表）；

17～62歳（平均29歳）の男子12例，女子1例計13例に

ついて観察した，13例中3例は腎性高血圧症で，他の

10例は良性高血圧症であった．収縮期血圧は140～17

OmmHgで平均154．9mmHg，拡張期血圧は80～130

mmHgで平均98．8mmHg，平均血圧（mean　blood

pressur）は100～143mmHgで平均117．3mmHgで

あった．罹病年数は1年以内の者多く，腎機能の低下

及び尿所見の異常は各々2例に，心電図の異常明らか

なものは2例に認め，自覚症は比較的軽度であった．

毛細血管像においては，動脈脚は7例63，8％に狭小

を，血流速度は5例38．5％に促進を認め，いずれも

正常者より多かった．静脈脚の拡張は3例23．1％に，

血流速度の低下は3例23．1％にそれぞれ認め，正常

者より僅かに増加を示した．静脈脚の狭小は3例23．

1％，屈曲は5例38．5％，蹄至高の延長は3例23．1

％，異常血流は5例38．5％，充盈度の不良は5例38．

5％，乳頭下静脈叢は4例30．8％にそれぞれ認め，蹄

係数は平均6．0でいずれも正常者と大差を認めなかっ

た．

　b）G．1群の毛細血管豫（第4，第5，第10表）；
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26～66歳（平均48歳）の男子23例，女子11例計34例に ついて観察した．34例はいすれも良性高血圧症矯あっ

第2表　　0・B．群の毛細血管像

症

例

番

号

検　査

氏

名

項　目

13影回・松

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

了○　弘○

滝○　洋○

平○　勝10

島　○　実

山○美○葦

北○　美○

宮○　篤○

中　○猛
杉○　篤○

森　○　繁

奥○　吉○

新○　守○

年

齢
う’

性

別

171
ﾂ

｝lll

llll

iil

ii／

ll／

診

断

全身血圧 毛　　細　　血

収

　翁

縄
　8
期

拡翁

蝿
　画

期

平i
　働　動

鎌
均拷

形 態

静
脈
脚
径
μ

劉1 嗣速
1係

1一度

管　像＿
　　　血　流＿

　　　　　　充

離高血圧ほ50

〃

良性高三田146
〃

〃

〃

〃

〃

〃

ケ

腎性高血圧

良性高血圧

ま　　〃

1ユ48

1168

　1　　92
　1
140　80
　1
　　80
　1
　　100
　　
142108
　「
156　96
　1
152　98
　こ
154196
　1154108
　1170130
164194

　1170112
　1
　　90
　1

　　　　1　　　　1
111　6～1015～3025～40
　　　　1　　1
100，8～1010～2030～40
　　　　1　　1　1
102112～2012～2530～45
11611。～15110～2♂30～35

iill翻離1＝1：

116｝　1　i
115

123

143

117

131

116

10～1515～2035～55
8～12112～1814。～6。

12～25120～3。14。～65

8～1018～12125～40

　～6　～8

　～6　　～8
　　　1
8～1010～15
　　　1　　　1

2。～3。120。～3。。

15～2。115。～2。。

　　　1
15～40200～300
　　　「

300～400

300～400

250～300

90～100

200～250

200～250

200～300

450～550

250～350

200～300

41十十

1ヒ

61一

陰1；

ほヒ

1ヒ

：ヒ

6ト

遅

常

遅

常

常

梢速

常

梢速

遅

速

梢速

包

丁

里1

常

血

流
　「

盈

度

±

十

十

　良

　良

　良

梢不良

良

良

良

良

良

1不良

十梢不良

十不良
一品不良
　1

乳
頭
下
静
脈
叢1

眼

底

所亡

凡直

見

土

十

士

1
　0．B．

　0．B．

　0．B．

　0．B．

　0．B．

　0．B．

　0．B．

　0．B．

　0．B，

　0．B．

　0．B．

　0．B．

0．B．一G．1

註＝一，±，十，十十は第10表と同じ．

第3表　　0，B．群の毛細血管圧並びに臨床諸症状

症

例

番

号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

＼

名＼

了○　弘○

滝○　洋○

平○　勝G

島　○　実

山○美○司

北○　美○

宮○　篤○

中　○　猛

杉○篤○
森　○　三

一○　吉○

新○　守○

梅○与○松

年

齢

性

別

2／♂

27 P♀

lll1

3iδ

：！1

34

宴ﾂ

62β

1；1

甜ll

診

断

腎性高血圧

　　〃

良性高血圧

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

全身血圧

収可罰謡編

縄張受川
劇剃下旦

毛
細一

州
管ε

圧

腎性高血圧

良性高血圧

　　〃

150

140

146

148

142

巨56

i152

ほl1

170

164

170
1168

92

80

80

100

108

96

98

96

108

130

94

111 16

｛ll　16

　1
11629
　1
11912
　1
116P11

iill認

123121

143i24

117

112　131

90　116 8

臨 床 症 状

腎

機

能

730cc／n1

　44％

680cc／In

　68％
77．5％

460cc／n1

1100cc／m

580cc／m

　70％

　7．5％

　56％

尿

所

見

R．

0．B．

0．B．

0．B．

0．B，

0．B．

0．B，

0．B．

0，B．

0．B，

E．（＋）

器）1

心

電

図

E・（＋ソ（弘　1

　（＋）1

G． 1

G，皿

O．B．

G．1

0．B．

G．1

0．B．

G．皿：

1離

±

±

申

出

十

±

αBlαEl＋
什

1カ月

3カ月

1カ月

2カ月

1カ月

1カ月

1カ月

2カ月

1カ月

1年

不明

3カ月

1年

合

併

症

肺結核

肺結核

右　　脚

ブロック

備

考

註：腎機能は腎血漿流量（cc／m）又はP．　S．　P．排泄試験2時間値（％）を示す．

　　　心電図はDoyle　68）の分類に従う．

　　　自覚症±は軽度に，十は明らかに，什は著明に認めるものであり，一は認めぬものを示す．
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た．収縮期血圧は150～206mmHgで平均170．1mm

：Hg，拡張期血圧は80～124mmHgで平均98．3mm

：Hg，平均血圧は104～151mmHgで平均122．1mm

Hgであった．罹病年数は1～2年の者多く，自覚症

も明らかに認められるものが多かった．腎機能の低下

は5例，異常尿所見は6例，明らかな心電図の異常は

5例に認められた．毛細血管像においては，動脈脚の

狭小は25例73．6％に認められ，異常血流は20例58．7

第4表　　G．1群の毛細血管像

症

例

番

号

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

421

43

14

45

46

47

＼㌦㌔

1＼
　　　　　＼

本○　博○

中○　勝○

川○　勇○

秋　○　実

徳○　吉○

山○　季○

石○き○の

上○　正○

渡　○

辻　○　造

田○　佳○

神○　与○

白。　つ○

松○　尚○

野○　ソ0
1大○字○太○

島。　喜○

坂○　忠○

渡○　篤○

中　○　清

本○　ふ○

佐○キ○エ

山○　や○

葉○　うO
LLI　Oタト○良β

矢○　久○

佐○　き○

中○　直○

西○　他○

中○彦○門

中○　勇○

浅○小○三
山○タト○良区

管○　ま○

年

齢

性

別

覚照3

器ほ

瀧

1謄

llll

l！l

lll

ll／

li

46

49

49

51

51

51

52

54

！l

；

ε

δ

iil

ii／

　／

661♀

診
全身血圧 毛　　細　　血　　管　　像

収」判平

縮督

断　　期

且

　bO
蝿

且1

期　1均
　　【

翁

ヨ

9

形 態

動
脈
二
一
μ

静
脈
脚
径
μ

蹄

丁

丁
μ

丁

丁

高
μ

血　　流

醐速1異睡
係

数 曲 度

常

血

流

盈

度

良性高血圧

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

152

170

182

160

186

152

166

158

206

150

196

160

178

172

196

152

150

150

168

170

176

180

180

152

172

170

180

176

156

188

160

160

196

152

102

96

100

100

100

100

102

90

124

92

104

108

100

108

90

92

98

90

86

98

116

96

100

80

92

100

114

84

94

90

98

92

114

92

119

121

127

120

129

117

123

113

151

111

135

125

126

129

125

112

115

110

113

122

韮36

124

127

104

119

123

136

115

1i5

123

119

115

141

112

8～12i10～151Q5～401200～400
8～12112～2014。～5514。0～5。O

　　　　　l
8～10　8～1220～25150～250
　　　　　18～1010～1525～35　　　　　　　　　250～400
10～15115～2。125～3512。。～25。

8～108～121 Q5～351200～300

　　　　　1　　1
　　　10～1530～40250r》4008～10
　　　1　1　1

　　　　　　　　1

黙ll三lli三iii

　　1。～153。～4013。。～4。O

　　　　　　　　I
　　　8～1225～45200～250
　　　　　　　　1
　　10～2025～50200～300

＿齢繍＝1器
　　　　　　　　1
8～1012～1535～50200～250
　　　　　　　　1
　　　　　　　　250～300

8～1210～1220～30
　　1　　　1
8～1010～1220～30
　　1　　1
　　10～2520～308～10
　　　　　1
6～8　　8～1025～30
　　　　　1
～8　　　～8　20～35
　　　　　1
8～’1210～2525～35
　　　　　1
8～12
　　1　1
　　1　1
　　1　　1
8～10
　　　　　1
8～10
　　　　　1
8～12

～8
　　1

　　1　　1
8～1。110～15125～30

6～10

　～8

　～8

　～6

10～20
　　l
lゴllllゴ1

～8

～8

～8

8～10

80～150

80～100

200～300

120～’200

150～250

200～250

　　　［

8～1220～25　80～200

麟＝撒鵬
　　　　　　i
　～6　　8～10150～200
　　　　　　1
12～2525～50250～300
　　　　　　き

　～8

　～10

8～12

10～15

25～35200～300

20～30　80～120

20～30200～400
　　　1
120～30250～300
　　　1
15～20150～200
25～301150～400

　　　1

4

8

7

8

6

6

6

7

6

7

5

8

6

5

5

6

5

6

6

6

5

6

7

6

6

6

6

7

4

5

6

5

7

7

士

±

十

十

十

±

十

十

十

十

十十

十

士

十

停止1＋

常

常

常

常

梢速

遅

梢速

常

梢速

速

速

常

常

常

梢速

遅

遅

遅

速

速

常

遅

梢速

停止

常

速

常

常

常

梢速

速

常

常

±

±

十

±

十

十

±

±

±

±

十

±

±

±

十

十

士

十

梢不良

　良

梢不良

　良

梢：不良

　良

　良

　良

不良

　良

不良

不良

梢不良

　良

梢不良

梢不良

　良

不良

　良

不良

不良

　良

梢不良

梢不良

不良

不良

不良

　良

梢不良

梢不良

梢不良

　良

不良

　良

乳
頭
下
静
脈
叢

±

±

±

十

±

十

±

十

±

眼

底

所

見

G．I

G，I

G．I

G．I

G．I

G．工

G．I

G．I

G．I

G．I

G．I

G．I

G．I

G．I

G，I

G，I

G，I

G．I

G．I

G．I

G．I

G，I

G．I

G．I

G．I

G．I

G．I

G．I

G，I

G．I

G．I

G．I

G．1

G．1

註3第10表と同じ．
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第5表　　G．1群の毛細血管圧並びに臨床諸症状

症

例

番

号

14

藍5

16

17

重8

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

氏

名

検査

　項目

本○　博○

中○　勝○

川○　勇○

秋　○　実

徳○　吉○

山○　季○

石○き○の

上○　正○

渡　○　覚

辻　○　造

桜○　佳○

神○　与○

白○　つ○

松○　尚○

野○　ソ○

大○字○太○

島○　喜○

坂○　忠○

渡○　篤○

中　○清

本○　ふ○

佐○キ○エ

山○　や○

葉○　う○
山○タト○真「～

矢○　久○

佐○　き○

中○直○
西○　他○

中○彦○門

中○　勇○

浅○小○郎

山O外○郎

管○　ま○

年

齢

性

別

26

30

31

35

38

39

42

42

43

43

43

43

44

44

44

44

45

46

49

49

51

51

51

52

54

54

55

56

58

60

62

62

65

66

ε

ε

ε

♀

δ

♀

♀

δ

δ

δ

8

δ

♀

δ

♀

δ

♂

＄

♂

♂

♀

♀

♀

♀

δ

3

♀

3
♂

δ

♂

δ

♂

♀

診

断

良性高血圧

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

ル

〃

〃

〃

〃

〃

〃

全身血圧 毛

灘薩置
　　　　l　　I

　　　　　　　　収識幅盤

　「152　　102
170i　96

182

160

186

152

166

158

206

150

196

160

178

172

196

152

150

150

168

170

176

180

180

152

172

170

180

176

156

188

160

160

196

152

11919

12116

100127

100

100

100

102

90

124

92

104

ユ08

100

108

90

92

98

90

86

98

116

96

100

80

92

100

114

84

94

90

98

92

114

92

i20

129

117

123

113

151

111

135

125

126

129

125

112

115

110

113

122

136

124

127

104

119

123

136

115

115

123

119

115

141

112

20

12

28

15

16

24

15

22

16

20

16

26

24

25

21

14

14

31

13

26

14

18

17

臨 床 症 状

腎

機

能

175cc／n1

58％

74％

58％

　50％

　74％

　49％

　56％

　56％

338cc／m

53．5％

　62％

372cc／m

940cc／m

59．5％

60％

82％

62％

331cc／m

203cc／m

660cc／1皿

570cc／m

　53％

65。5％

尿

所

見

心

電

図

自

覚

症

0．B，

0．B．

E。（±）

R．（一）

0．B．

0．B．

0．B．

0．B．

0．B．

0．B．

0．B．

0．B。

0，B．

0，B．

0．B．

0．B．

0．B．

0．B．

0．B．

0．B，

E．（一）

R．（＋）

0．B．

0．B．

0．B．

0．B，

0．B．

0．B．

E。（一）

R．（＋）

0．B．

0．B．

E．（＋）

R．（＋）

0．B．

憂：／‡；

E．（＋）

R．（＋）

0．B，

G．I
G．工

罹
病
年
数

G．

G．1

G．I
G，∬：

G．

G．

C．

G．

G．

G．

G．

G．

1十

　十

　十
　±
I

I十
1十
1十
　十

1±
1±
：皿士

1±

G．1

0．B．

G．1

G．1

G．工

G．I
G，1

G，1

G．皿

G．皿

G．皿

十

十

±

士

十

十

±

十

士

十

十

2ヵ月

6年
13カ月

1年

1年

5カ月

2カ月

5ヵ月

1年

1年

1年

1年

3年

1年

2年
3ヵ月

1年

1年

1年

2年

1年

3ヵ月

3ヵ月

5年

1年

3年

20年

1年

1年

3年

2年

1年

7年

骨13朋

合

併

症

肺結核

肺結核

顔面神経麻痺

骨粗懸症
梅毒

背髄梅毒

備

考

退院後
卒中死

治療中
卒　中

註＝第3表と同じ．

％に，充盈度不良は21例61．7％に認め，いずれも正

常者及びO．B．群より増加を示した．静脈脚の狭小

は13例38．2％に，血流速度の促進は12例35・2％に認

められ正常者より軽度の増加を示した．静脈脚の拡張

【66】



高血圧症の皮膚毛細血管に関する研究 313

第6表　G．∬群の毛細血管像

症

例

番1

具フ1

検　査

氏

名

項　目

年

齢

性

別

診

断

全身血圧 毛　　細　　血　　管　　像

48

49

50

5i

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

　　　　　　江○　芳034
　　　　　1

前○　とOi41

　　　　　1
中○

沢O　牧045
丹○　をO146

出○幸○郎146

　　　　　1
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東〇三〇郎
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越○　サ○

横○　茂○

瀬○　理○

桝○　力○

森：馨3111

浦・な・！　

音§潔
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60

60

60
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δ

♀

3
δ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

♀腎性高血圧
δ1劇蜻血圧
　　

♀腎性高血圧
δ輿性高血圧

δ

δ1

δ1

δ［

6i

δ：

δl

　l

δ1

♀1

♀

li

・♀1

阿・わ・灘
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森○

3
♀

♀

δ

δ

δ

坂舳○郎162δ
生○時○郎 P6313

1川。庄。郎
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室○　利○

堀○　与○
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1齢
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〃

〃

〃
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〃
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遺
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高
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9812616～8
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9十十
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8土

7士
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7

6

6

5

6

4

6

十
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il鳳…講lliii薩iii　
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145

6～8
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～6

～6
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1。～1514。～5。115。～180

8～1。115～3。1150～30。

十

重

昌

昌

本

土

±

8～2511。～15i2。。～3。。17＋

8～10
　　　1
20～30350～500

6L

7一

1。～1512。～25125。～35。151＋

61±

　　　8～エ2125～4。｝2。。～25。141＋

1・一15112－25／5－5・12・・一3・141±

血　　流

速到充

度

常

血

流

停止

常

速

速

常

常

速

速

速

梢速

速

常

停止

線速

常

常

遅

停止

速

常

常

梢速

停止

常

速

停止

速

領民

速

梢速

速

遅

速

常

常

二

丁

速

遅

常

遅

十

十

十

十

十

±

盈

度

　良

　良

不良

不良

　良

梢不良

梢不良

不良

不良

不良

±梢不良
」梢不良

＋　雲

斗　良

一　良

±梢不良

十

十

什

‡縮

毛梢不良

什不良
一　良

；1引

幕不良

‡離
一層良
一　良

十1

十

十

±

±

十

　良

不良

不良

　良

梢不良

梢不良

梢不良

　良

不良

不良

　良

不良

梢不良

乳
頭
下
静
脈
叢

±

±

十

十

±

十

十

眼

底

所

見

G．皿

G．皿

G，∬

G．皿

G．皿

G．五

G，皿

G．皿，

G．皿

G．皿

G．皿

G．皿

G．皿

G．皿

G，皿

G．皿

G．皿

G．皿

G．皿

G．∬

G．五

G．皿

G．∬

G．皿

G．皿

G．皿

G，皿

G，皿

G．皿

G．皿

G．∬：

G．∬

G．皿

G．皿

G．皿

G，皿

G．皿

G，∬

G．皿

G．皿

G．皿

註：第10表と同じ．

【67】



3i4 紺 田

は5例14．7％に，血流速度の低下は7例20．6％に認

めたがいずれも正常者と大差なく，又蹄取高の延長は

5例14．7％，短縮：ま9例25。5％，屈曲は17例50．0

％，乳頭下静脈叢は10例29．3％に認め，蹄係数は平

均6．1でいずれも正常者と差を認めなかった．

　c）G．皿群の毛細血管像（第6，第7，第10表）；

34～69歳（平均59歳）の男子25例，女子16例計41例に

ついて観察した．41例中腎性高血圧症は2例で他の39

例は良性高血圧症であった．収縮期血圧は144～256

mmHgで平均181．OmmHg，拡張期血圧は76～146

1nmHgで平均104．1mmH：9，平均血圧は103～172

mmHgで平均129．7mmHgであった．腎機能の低下

を8例，尿所見の異常を15例，明らかな心電図の異常

を19例に認めた．自覚症は強度のものが多く，罹病年

数も2年以上に亘るものが多かった．毛細血管像にお

いては，動脈脚の狭小は31例75．6％に，血流速度の

促進は19例46．4％に，異常血流は28例68・4％に，充

盈度不良は29例70．7％に認め，いずれも0・B・群及

びG．1群より明らかな増加を示した．静脈脚は狭小

なもの21例51．2％に認め同様に増加しているが，静

脈脚の拡張は7例17．2％で正常者及び前二者と大差

を認めなかった．蹄漆科の延長は10例24．6％に認め

僅：かに増加を示し，蹄係の屈曲を軽度に認めるもの16

例39．0％で明らかな増加が認められるが，高度なも

のは15例36．6％で前二者と差を認めない．血流速度

の低下は9例22．0％で僅かに増加を，乳頭下静脈叢

を認めるもの9例22．0％て僅かに滅少を認める．蹄

係数は平均5．9で正常者と大差を認めなかった．

第7表　　G．∬群の毛細血管圧並びに臨床諸症状

症

例

番

号

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

検　査

　項　目

氏

名

江○　芳○

広○　照○

前○　と○

中○　マ○

沢○　牧○

丹○　を○

出○幸○郎

広○　貞○

吉○か○る

中○　幸○

戸○　俊○

深○　茂○

米○　精○

桶○　外○

小O　彦○

打○　文○

大○安○郎

山○　重○

曽○丈○郎

年

齢

性

別

34

34

41

43

45

46

46

46

46

47

48

48

49

49

49

50

50

50

53

♀

♀

♀

♀

δ

♀

δ

6

♀

3

♀

3

δ

δ

6

3

δ

δ

δ

診

断

良性高血圧

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

腎性高血圧

良性高血圧

腎性高血圧

良性高血圧

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

全身血圧

収・訂拡翁

縄蝿
期31期ε

ig8

170

212

178

168

150

184

176

170

158

220

164

156

160

182

164

178

190

170

110

112

142

112

110

92

126

102

116

84

110

94

104

108

98

96

92

110

100

平翁血国

麗龍
均且i圧

毛

細禽

　實

139

131

165

134

129

111

145

127

134

109

147

117

121

125

126

119

121

137

123

12

12

22

11

17

20

28

14

16

18

15

21

21

22

30

24

11

臨 床 症 状

腎

機

能

620cc／1n

487cc／m

520cc／m

　56％

430cc／m

56．5％

55．5％

　47％

420cc／II1

411cc／m

67．5％

　30％

510cc／m

455cc／m

尿

所

見

0．B．

0．B．

E．（＋）

R．（＋）

0，B．

E．（＋）

R．（一）

心

電

図

自

覚

症

罹
病
年
数

G．皿i十
　　　i

G，皿：

G．皿

G．1

0．B．　IG．

E（＋）1G．

R．（一）

0．B。

E．（＋）

R．（＋）

0．B．

E，（＋）

R．（一）

E．（＋）

R．（一）

0。B．

0．B．

E．（＋）

R．（＋）

0．B．

E．（±）

R．（一）

E・（＋）

R．（＋）

0．B．

　　I

　　I－
G．］I

G．皿

G，1

十

十

±

十

十

合

併

症

G．1

G．皿：

G，1［

G．　I

G．1

G．　1

G．1

十

十

十

土

1±

1
±

十

十

3年

6カ月

3ヵ月

1年

1年

4年

3年

3年

7カ月

1年

5年

10ヵ月

3年
6カ月

2年

2年，

3年

1年

5年

半身不髄

僧帽弁閉鎖：不全

僧帽弁閉鎖不全
嚢腫腎

右湿性肋膜炎

備

考

3カ
月前
脳症

半年
前脳
症

治療
中脳
症

卒中
死
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．167

11

11

1；：

木○禅0154

74松O　I
75

76

77

　78

1
179

80
i81

182

1
i83

84

i85

Ll

lll

18＆

堀○

浦○

宮　○

高○　音○

内○　き○

東〇三〇郎

　　　は○

越○　サ○

横○　茂○

瀬○　理0

桝○　力0

阿○　わ○

坂○由○郎

生○時○郎

南○　正○

真○　か○

森○　利。

川○庄○郎

室○　利○

春OI54

なO155
　民55

57

58

58

60

60

60

61

62

62

62

63

64

65

65

65

驚：／l
66

δ

？

？

♀

δ

♀

6

♀

♀

δ

8

δ

♀

δ

δ

8

♀

δ

δ

δ

δ

♀

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

17。11。21125124

14484i1。428

218i118旨51i12

1701i2巨3113

11餅糊
256

152

220

216

168

180

206

170

186

172

158

186

168

1301172

90
1461

112

111

171

147

34

31

12

i2

8α109 I12

126

102

144

137

98122
1061133

98123

15

17

13

1：鵬12

88 115

182

166
P

224i106ト145

1001127　14
　1
88 P114「21

　　　　12
　［　「

　　註：

46％

390cc／m

　60％

410cc／m

46％

58％

47％

42％

70％

56％

33％

42．5％

E．（＋）

R．（＋）

0．B．

0．B．

0．B．

0．B．

0．B．

E．（＋）

R。（＋）

0．B．

0．B．

0．B．

0．B．

E．（一）

R．（＋）

E．（一）

R．（＋）

0．B．

0．B．

E．（＋）

R．（一）

0．B．

0．B．

E．（＋）

R．（一）

0．B．

0．B．

0．B．

G．：皿

G，

G．

G．

G．

G，

∬

I

I

I

：皿

G．n

G，n

G，1

G．1

G，皿正

G，皿：

G．皿

G．∬

G，1

G，1

G．I
G．∬

G，皿

＋13年

±

士

土

塁

十

十

十

±

十

十

十

十

十

十

1カ月

5年

7ヵ月

1年

2年

3年

20年

20年

2年

6カ月

2年

2年・

1年

3年

5年

1年

2年

梅毒性大動脈炎
糖尿病

関節ロイマチス

肺結核

心房細動

ゴ：集醗錘柔塗

±ho年

十十20年

第3表と同じ．

　d）G．皿一IV群の毛細血管像（第8，第9，第10

表）；33～67歳（平均5L5歳）の男子9例，女子4一

計13例について観察した．13例中良性高血圧症は6

例，二二高血圧症1例で，残りの6例は悪性高血圧症

であった．収縮期血圧は156～218mmHgで平均19

3・1mmHg，拡張期血圧は80～140mmHgで平均11

3・4mm：Hg，：平均［Ili圧は111～163mmHgで平均140．

OmmHgであった．腎機能は8例に低下を，尿には8

例に異常所見を，心電図には11例に明らかな異常所見

を認めた．罹病年数は1～2年以内の組と10年以上の

組とに大別され，自覚症はいずれも顕著であった．毛

細血管像では，動脈脚の狭小は12例92．4％に，静脈

脚の狭小は8例61．6％に認められ，いずれも著明に

増加し，高度に狭小なるものが多かった．静脈脚の拡

張せる例は認められなかった．血流速度の低下は5例

38．5％に認められ，前三群より増加を示した．血流速

度の促進は7例53．9％，異常血流は10例77，0％に，

充盈度の不良は7例53．9％に認められ前罪群と同じ

ように増加を示した．蹄係高はG．皿群とは逆に短

縮せるもの4例30．4％で僅かに増加を示し，乳頭下

静脈叢iを認めるものも同じように6例46．2％と増加

を示した．蹄係の屈曲せるものは9例69．3％でG．皿

群と同じように増加を認めた。蹄係数は平均5．9で正

常者と差を認めなかった．

　以上の成績を総計すれば（第10表），動脈脚の狭小

は75例74．4％，静脈脚の狭小は45例44．6％，血流速

度の低下は24例23．8％，促進は43例42，6％，即ち血

流速度の促進又は低下は67例66．4％，異常血流は63

例62．4％，充盈度の不良は62例61．4％にそれぞれ認

め，いずれも正常者より増加を認め，眼底所見の進行

と共にその増加が強く認められた．蹄係高，屈曲，乳

頭下静脈叢及び蹄係数においては正常者と差が認めら

れなかった，

　各群についてこれらを比較すれば，正常者に比し動

脈脚は各群共に狭小を示すものが増加し，眼底所見の

進行と共にその頻度及び程度は増加した．静脈脚は

0．B．群においては正常者と大差なく，　G・1群では

狭小を示すものが増加し，G．五及びG．皿一IV群で
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第8表　　G．皿一IV群の毛細血管像

症

例

番

号

89

90

91

92

93

94

95

氏

名

検査

項　目

稲○敬0
川○　久0

道○　才0

中○　友〇

三〇　秀〇

五〇嵐○治

年

齢

性

別

96岩○

近○　弥o156♀

　　保0β1δ

33
宴ﾂ

lli1

47♀

49 pδ

52 宴ﾂ

l！調／l1

1濡饗鷹
1。1戸○岡，」52｝δ

診

断

悪性高血圧

　　〃

　　〃

良性高血圧

全身血圧

収禽

縄
且

期

拡

翁

蝿
　ε

期

平

均

翁

日

付

毛　　細　　血　　管　　像
形 態

動
脈
脚
径
μ

176h26
1801122

　　　　1
悪性高血圧i208
　　　　1
良性高血圧「156
　　“　旨74

　　〃　　　218

　　〃　　　216

悪・圏巨高王血1圧［210

　　　　i

悪鵬血圧1206

腎性高血圧1164
　　　　1

190

210

130

100

134

90

80

110

100

140

良性高血圧i2021110141

　　　　　　　138

　　　　　　　94
　　　　　　　　1

1431～6

1418～10

150　～8

1376～12

1598～10
　1
1126～8

111　～6

1461～6
13918～12
　i
163　～8

　　～6

1618～10

117［～8

静
脈
脚
径
μ

　～8

10～15

～8

12～20

蹄

係

幅
μ

索

引

高

8～10115～25履00～500

　　1
10～12

　～6

　～6

i2～20
　　1
8～1025～40

　～6

10～15
　　1
8～1020～30200～300
　　1

20～25200～400
20～3d150～300
　　　1
10～15200～300
25～4。i30。～40。

　　　1

20～251200～250

25～30100～200

25～40　80～100

25～50P1認
25～30　80～100

25～50300～400
　　　1

蹄

係

数

6

7

5

6

9

5

6

3

4

8

6

7

5

屈

曲

十

十

＝ヒ

±

十

十十

十

±

血

速

度

流

速

常

停止

異［充

調盈

流障

十

十

速土
速1＋

梢速仕

速一
停止＋

遅±
速十
面一
二十
速1十十

不良

良

不良

良

良

良

不良

不良

良

不良

不：良

良

不良

乳
頭
下
静
脈
叢

十

十

±

三

口

什

眼

底

所

見

G．皿

G．皿

G．皿：

G．皿：

G，皿

G．皿

G．皿

G．皿

G．皿

G．皿

G．1【

G．IV

G，IV

註：第10表と同じ．

第9表　　G．皿一IV群の毛細血管圧及び臨床諸症状

瘍1轡項査，

計量＼

89

90

91

　1
96P岩0

97’三〇

98薗r○い○

潔∴二

101戸○剛

92

93

94

95

稲○　敬○

川○　久○

道○　才○

中○友〇
三〇　秀〇

五〇嵐0寄

島○　弥○

　　保○

　　領○

年

齢

性

別

診

断

全身血圧 毛
細翁

臨　　床　　症　　状

簿i縫1萱闇 腎

機

能

38

331δ

　i

45

47

49

52

56

61

62

62

67

45

52

δ

ε

♀

ε

6
♀

6

♂

♀

♀

6

悪性高血圧

〃

〃

良性高血圧

悪性高血圧

良性高血圧

　　〃

〃

〃

悪性高血圧

良性高血圧

悪性高血圧

6腎性高血圧

　1
176i　126

　1
丘8α122
　1
1901　130、

210

208

156

174

218

216

100

134

90

80

110

100
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註：第3表と同じ．

【70】



高血圧症の皮膚毛細血管に関する研究 3ユ7

目

刃

出

自

1巨回

輸

租

嘩

寵

‡

十

圭

‡

十

‡

十

圭

嘩‡

十

累細
　目

竪

十
一ミ：）

マ凶副

警守
凶ゐ

』翁
◎◎7日

溜

。

含
。つ◎◎

＿ミ｝

翁
。。

W
ρ

翁
燭，＿1

』㊨
Φく◎

s
お

寸、日

。
ト巴

里

）
食

一ミ）

o

一ド1幅

會
ヒつr守

』。翁

斜i多

食

こ

『

ヨ

¢

㊤已

①夏

＿母

⑩三

遷
轟
署
⊇…i

型

壷
（

「ス1一ス

’寸

o o
（1－7

　－1　　卜1
．’¥隠
一λ1一「天

　『⑩一：
卜量「包

　　　　　
　lr　晩
▼「 b秩@OQo9

曾
帆ゆ

二㊨
寸。
＿豊

含
。つζ◎

＿里

㊨
マ。
巴

。

　　曾
’塗

　．⑩貫

　「婁
　くrl『r
㊤訓。“聖

）　　　）

＝．墨L豊
　　　　　
『『　卜

eq　LOトLO・畔

　　こOI
＿冨一
。

専
一ミ）

㊨
ゆ鵠

　の
。“ S

¢

一6

¢
く◎・噂

』。，9

至
9曾

お
コめ

◎

。』

a
圃◎

　ミ

ゆ奮』£

豊＿豊
　　q曾
　σりく◎斜M⊃

こシ　巳

＿1＿

　6
。o（ゐ

　◎
1一

　1

頃『H奪
　　　　o雪lo謂

曾
剛◎

翁
σつ。『

＄

守
。qゐ

』
o

o

爾
UつC◎

里曾
G『冠つ

』為
りご
　ε

o

o

會
一こン

疇ト器

）　　　）
（　　　（

　o　　 （ゆ

く◎　’oつ　’1

。，電

三
論
墨
ゆ爾

露
語
里各
一ご．

。翁

論
語
＿旦1

寸a

豊
⑪曾

）
「言i

祠」
）1

寸ξ

一iE

＿翁
可ミ1

一〕く1

謂
＿豊1

寸碕

窒
。

貫
。つ

。。會

墾
藷
豊
ゆ貫

一霧1～；｝。’誌

上
国章

。：守

）　　　 ）

韓1
『雪

。

布

6震」

二。，耳

癖
。。翁

諺
語
－
o
。，各

聖
子言

豊⑦｛翁

面
謡
』各
¢『

ｲ
＝蚕1

撃
斜§1

ミ
鎚
よ1
西陣

祠巴1

1。

i

♂
白め

）

マ6
磐錺

咲。っ陀

マ　
㊦

β
一・

P

斜91
＿と1

三軍

醤§1

私や
£や贈や
腿贈思贈
如思鳥思
租」認・全i罫

唾騨留榊

H十‡

潔…潔…曜昭

挙挙認証
下思三思思
雷｛抵、．蟹i雪

榊騨固騨柵

卜H十‡i睾

δ

匝
思

　　　　毬
で一6侵襲1旨
嵐鋸単単姻
思郷三思思蕊
留秘颪留楚
榊騨固騨榊超

　　　　　田十‡…葺＿

無歩

行琶

綴

二

三

醐

‡

十

〃｛蝋

澤K

　i
l‡

琿i一
目1十

荘1｛

騨（1

目

圭

‡

十

重五

情／
［乙竪

『

㊤

ρ
訓ミ）

會
一1 m）1

「

㊤

a
一ミシ

匿

　　　　　
cr『w1⑩r1

21畿
）　　　）

　　　　　
Φ舘i認

9　戸

越
。く1ゆ

』
曾

。◎σつ

墨
¢

。D

b
。

一国祠◎∋

㊨
寸。

豊
會

訓し

¢
◎つ甲剛

巴

守
。“

黒
σつQつ

墨
㊨

ピつqQ

豊
田

。◎oつ

巳

）

。守

璽
コ奮

。。電

墨
翁

一㊦

a
◎Oc◎

墨
＿爾

至
語
ユ
⑩㊨

き

¢
く◎br

こ

。

⑱

ゆ

爾
斜こし

翁

樽e

爾
。つ

~）

斜各

弩…1

爺
豊
㊤6

睾
罐
墨
a

。つ

ｶ
卜q
二i

．．菖

＿こシ

。。會

至

璽

ゆ

會
同じ

。。『’

巴

騙臆
＿豊L豊

≦こiお

ヨ
ー一i1（。，rL門

e’1輯
『［一と

H『目憲
・　　　l　o

紬翁

里
粛
き

⑤
Gく1ゆ

o

o

頃i郵

『

⑩

ゆ言1

）1

一a』

一81

。。a

鷹
3　お

　ロふ　ト電：ヨ

ト調
　上［
。。曾

　遜
り含藷

型一豊
會翁

帽じ頃e

爽1
曾。。翁

。。

k斜㎝

粛
く◎　’oo

　りふト
塁ヒ暑1

X隈i
。。rl。。剛

　。。鵠i邑

　鎌l
　　h

一こン

會
一こン

ゆ諦色1・。φ1鞠

．I
o雲。誘iO：亭

。

聖1

蒲i
器

ミ31）
一否1’否

。“

痰o巴
　一1一

自㌦
d雪i

『

ゆ

♂
。◎

ｱじ

宕
鵠＆

こ

G
扁ゐ

ご

⑩ε
1雲め

　e
諦i
二当

逃
素

箋

謁

藷

重

重1

。。q

聖
自書

逗
二
二
の6
剛三

脚尽

腔8
田斜

　や贈ね
腱思駆

胴思食思
£認・心i雪

田羅雪止

H十‡

　　綜

　　綻．
　　目庇
　　萎⊃
　　翼細
　　隈縫
　や　．目
や融や器嘩
融思融奏畔く

極思食思・日脚
総認・“騨傘爆

諮錐雪旧習目
　　　目萎
1＋1十‡

ドー　姻姻
踵　　騨翠
思H晦思思
晋　翻田
品題田響榊

囲十‡ま

【71】



318 紺 田

はその頻度及び程度共に更に著明となった．蹄係高は

各群島に著変なく，屈曲を認めるものはG．皿群及

びG．正IV群で増加を示し，乳頭下静脈叢を認める

ものはG．皿：一IV群で増加を示した．血流速度は各群

において促進するもの増加し眼底所見の進行と共に著

明となった．又G，正一IV群では血流速度の低下せる

ものも増加した．異常血流及び充盈度の不良は0・B・

群を除き各群共に増加し眼底所見の進行と共に著明と

なった．

　　第3項　高血圧症の毛細血管圧（第11表）

　a）O．B．群の毛細血管圧；13例中10例について測

定した．平均血圧は　102～143mmHgで平均117．7

mmHgであった．毛細血管圧は8～29mmHgで平均

17．7mmHgであり，平均値においては正常者の毛細

血管圧19．1mmHgより僅かに低かったが，正常者の

範囲を越えて低い値を示したのは1例のみであった．

　b）G．1群の毛細血管圧；34例中25例について測定

した．平均血圧は104～129mmHgで平均119．4mm

Hgであった．毛細血管圧は12～31mmHgで平均
19．3mmHgであわ，正常者と範囲，平均値共に差を

認めなかった．

　c）G．∬群の毛細血管圧；41例中35例について測

定した．平均血圧は103～藍72mmHgで平均130．1

mmHgであった．毛細血管圧は11～34mmHgで平
均18．1mmHgであり，正常者より平均値において僅：

かに低下を示したが，その範囲を越える例は高い値を

示した1例のみであった．

　d）G．二一IV群の毛細血管圧；13例中11例について

測定した，平均血圧は111～163mmHgで平均141．

8mmHgであった．毛細血管圧は8～26mmHgで平

均16．6mmHgであり，正常者及び前三群より軽度に

低い値を示し，正常範囲を越えて低い値を示したもの

は3例であった．

　以上総計すれば平均∬［」圧は102～172mmHgで平均

126・9mmHgであり，毛細血管圧は8～34mmHgで

平均18．2mmHgであった．正常者に比較すれば範囲

はやや広くなっているが，平均値においては殆んど差

は認められなかった．

　各群について比較すればG．二一IV群においてのみ

軽度の低下を認めるが，他の三群においては殆んど差

は認められない．

　血圧の高さと毛細血管圧の高さとの間には一定の関

係は見出し得ず，又腎性高血圧症においても毛細血管

圧は高くなかった．

第11表　高血圧症と毛細血管圧

＼観篭目

眼　底＼＼

0．B．群

G．1群
G．皿群

G．皿一IV群

字

数

10

25

35

11

平均血圧 毛細血管圧

脚韻i轟讐m躍離g
1・2－i43｝117・7

11雛ほll：1

111～163　i41．8

8～29

12～31

11～34

8～26

17，7

19，3

18．1

16．6

計 8i11・2～1721126・98－3418・2

正常者 200 84～96 92．6 11～32　　19，1

　　　　第4項　各種血圧降下剤注射時の

　　　　　　毛細血管像及び毛細血管圧

　作用機転の異なる4種の血圧降下剤を高血圧患者の

皮下又は筋肉内に注射して血圧を下降させ，その時間

的な経過を追って血圧と共に毛細血管の変化を観察し

た．薬剤の使用量は下記の如くにし軽度より中等度の

血圧の下降を期待した．

　使用した薬剤は次の一一である．

　1）ヘキサメトニウム・ブロマイド（以下G；と略

記す）；LOcc中にq25mgを含有するメトプロミン

（山之内製薬）を0．5cc（12．5mg）皮下注射．

　2）ベンヂールイミダゾリン（以下Im．と略記

す）；ベンヂールイミダゾリン塩酸塩の2％溶液であ

るイミダリン（山之内製薬）1．Occ（20mg）皮下注射．

　3）ベラトルム・ビライド製剤（以下Vf．と略記

す）；0．75cc中に0．75mgのアルカバービアを含むト

ラポン（小野i薬品）を0．5cc（0。5mg）筋肉内注射．

　4）ローウオルフィア・セルペンチーナ製剤（以下

Ru．と略記す）；1．Occ中にレゼルピン結晶0．5mgを

含むアポプロン（第一製薬）LOcc（0．5mg）皮下注

射．

　a）G；による変化（第12，第13表，第1図）；良性

高血圧症6例，悪性高血圧症1例計7例について観察

した．注射前の平均血圧は116～155mmHgで平均

130．OmmHgであり，毛細血管圧は8～24mm：Hgで

平均18．7mmHgであった．血圧は注射後5～10分よ

りの下降を始め，5～15分で最高に達し，30～60分間

持続した．その最大下降度は14～29mmHgで平均

22・4mmHgで，下降率は平均17．3％であった．毛細

血管圧は7例共に血圧の下降と共に上昇した．その上

昇は5～10分頃より始まり，10～30分に最：高に達し15

～60分後迄持続した．最大上昇度は5～12mmHgで
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平均7．3mmHgであり，平均上昇率は44・4％であっ

た．毛細血管圧の上昇率と血圧の下降率との比（以下

＋K．P．：一B．　P．と略記す）は2．57であった．

毛細血管像においては血圧の下降と共に明らかな拡張

第12表　　Cβ注射による毛細血管圧及び毛細血管像の経時的変化

症及所1

細見
号底

氏

7

0．B．

9

名

宮
○
篤

0
28δ

杉
○
篤
○

診

0．B．

13

0．B．

　
G．1

51

G．∬

54

G．H：

67

断

良
性
高
血
圧

良
些
商
号

31δ e
梅
○
与
○
松

62δ

中

○

マ

0
43♀

出

○
幸
○
郎

46δ

良
性
高
血
圧

良
塗
筒
血
圧

良
器
尚
血
圧

G．∬

烈1

98
池
○
い

0
62♀

悪
笙
尚
血
圧

＼＼騨（分♪

　　　　＼・＼

観察項目＼
全
身
血
圧

収縮期／拡張期

　mmHg
平　　　均

　mmHg
毛細血管圧
　　mmHg
毛細血管像

全収縮期／拡張期
身　　　mmHg
血’平　　　均
圧　　　mmHg
毛細血管圧
　　mmHg
毛細血管山

前

152／98

116

24

5

142／90

107
（一9）

26
（＋2）

十

10 15

12・／841134／88

　96　　　103
（一20）　（一13）

29
（＋5）

十

29
（＋5）

30

140／90

107
（一9）

26
（＋2）

21

三七獺職張馴168／9・

理平mmH、均1116
毛細血管圧
　　mmHg
毛細血管像

8

20
（一1）

128／66

　87
（一29）

15
（＋7）

土

22
（＋1）

±

126／72

　90
（一26）

17
（＋9）

士

128／100

109
（一14）

婁収噸譲許
墨平mmH、均

178／112h62／9ε

1341119
　　　1（一15）

20
（一1）

土

134／76

　95
（一21）

17
（＋9）

士

152／961148／90

115
（一19）

109
（一25）

134／102

113
（一10）

26
（＋5）

142／80

101
（一15）

12
（＋4）

146／108

121
（一13）

45 60

160／108

125
（＋9）

25
（＋1）

毛細血管圧
　　mmHg

毛細血管像
全
身
血
圧

収縮期／拡張期

　mmHg
平　　　均

　　mmHg
．毛細血管圧
　　mmHg
毛細血管像

劃収蔵嚢子
血　　平　　　均
一圧　　　mmHg

毛細血管圧
　　mm：Hg

毛細血管像

G．皿

全
身
血
圧

収縮期／拡張期
一一 高高gg
平　　　均

　mmHg
一一ﾑ細血管圧
　　　mmH9
　毛細血管像

22

184／126

145

20

168／98

121

23

25
（＋3）

27
（＋5）

±

142／1121144／1・8

（122－23）｝（颯）

19
（一1）

土

168／98

121
（0）

23
（0）

22
（＋2）

十

160／92

115
（一6）

32
（＋9）

±

26
（＋4）

±

144／102

116
（一29）

　32
（＋12）

　十

138／88

105
（一16）

28
（＋5）

士

196／1341186／130180／1241178／108

155　　　　　149　　　　　i43　　　　　131

　　　1　（一6）　　　（一12）　i　（一24）

13 17
（＋4）

±

16
（＋3）

±

19
（＋6）

±

140／1081162／102

119
（一4）

26
（＋5）

168／92

117
（＋1）

　9
（＋1）

166／112

130
（一4）

（19－3）1（島）

一△
142／106

118
（一27）

　32
（＋12）

　十

146／110

122
（一23）

29
（＋9）

十

122
（一1）

20
（一1）

156／96

116
（一5）

28
（＋5）

±

188／134

152
（一3）

12
（一1）

142／108

119
（一26）

　31
（＋11）

　十

i6・／1・・1166／1・2

（120－1）1（畢1）

25
（＋2）

23
（0）

註：毛細血管像の十は明らかな拡張を，±は軽度の拡張を，一は変化なきことを示す．

　　　△は収縮を示す．
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第13表　　C6注射による毛細血管像の変化

症

例

番

号

7

9

13

51

54

67

98

氏

名

検　査

　項　目

宮○　篤○

杉○　篤○

梅○与○松

申○　マ○

出○幸○郎

木○　禅○

池○　い○

年

齢

28

31

62

43

46

54

62

性

別

♂

3
δ

♀

6
♂

♀

診

断

良性高血圧

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

悪性高血圧

毛　細　血　管　像

脈
脚
の

拡

動磯四

十

±

±

十

十

±

脈
脚
の

拡

十

±

十

十

±

押回
係

の

延

蹄加
係
数
の

転

回

血

流

速

度

促

促

減

減

促

異減充加
常温’盈

血　度
流　の
の　増

十

十

±

十

十

十

三四最発
頭の大呼
壽照臨
脈1（分）

十 5

10

5

10

10

10

5

全大
身下
血降
圧時
最間

（分）

10

15

5

15

15

10

15

毛大
細面
二化
加増
圧間
最

（分）

10

30

10

10

i5

10

15

計 16151・11 1313■
註＝十　は明らかな変化を，

　　　一　は変化なきを，

　　　減　は促進の減弱を，　　促

±　は軽度の変化を，

は促進を， 低　は低下を示す．

を示すもの2例，軽度に拡張を認めるもの5例であり

全例に拡張の傾向を認めた．即ち動脈脚の拡張は6

例，静脈脚の拡張は5例であった．その他蹄係数の増

加1例，血流速度の促進3例，促進の減弱2例，異常

血流の減少3例，充盈度の増加3例，乳頭下愚脚叢の

増加1例にそれぞれ認められた．変化は5～10分より

始まり，10～60分後まで続いた．

第1図　C6注射による毛細血管圧
　　　及び血圧の経時的変化

（症例54）出○幸○郎　46歳　δ

　　良性高血圧症　G．皿群

霜窪
　血mm．Hg
建　180

mm．Hg

40

30

20

10

160

140

120

100

80

●㌔鴨●o’

■

●囎●曽．輔四●．．’・・舳㌔

　　　．，，．o
陶鴨 ｡

0　　　5　　10　　15　　20　　　　30 45 60分

　b）Im．による変化（第14，第15表，第2図）；良性

高血圧症6例，悪性高血圧症1例計7例について観察

した．注射前の平均血圧は119～163mmHgで平均

136．3mmHgであり，毛細血管圧は11～23mmH9で

平均18．3mm：H9であった．血圧は6例において僅か

に下降を示した．下降は5～10分野り始まり，5～45

分後まで続いた．その最大下降度は4～12mmHgで

あった．1例においては血圧の下降は認められなかっ

た．7例についての平均血圧下降度は6．OmmHgで

あり，下降率は平均4．5％であった．毛細血管圧は1

例においては変化を認めなかったが，6例において5

～10分より上昇を始め，10～45分後まで続いた．最大

上昇度は2－4mmHgであり，7例についての平均上

昇度は2．7mmH：gで平均上昇率は15・6％であった．

十：K．P．：一B．　P．は3．57であった．毛細血管像

においては明らかな拡張は2例，軽度の拡張は3例に

認められ，2例には変化を認めなかった．即ち動脈脚

の拡張は5例，静脈脚の拡張は3例であった．その他

蹄係数の増加は1例，血流速度の促進は1例，促進の

減弱は1例，異常血流の減少は1例，充盈度の増加は

5例，乳頭下静脈叢の増加は1例に認められた．変化

は5分より始まり10分後迄続いた．

　c）Vr．による変化（第16，第i7表，第3図）；良性

高血圧症6例，悪性高血圧症1例計7例について観察

した．注射前の平均血圧は　115～161mmHgで平均

130．OmmH：9であり，毛細血管圧は17～26mmHgで

平均21．4mmHgであった．血圧の下降は10～20分よ

り始まり，20～40分で最高に達し，90～120分後上続

いた．最大下降度は10～41mmB：9で平均24．4mmHg
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第14表　　Im．注射による毛細血管圧及び毛細血管像の経時的変化

　　　　
蝿頭所
例び見
番俳
号底

氏

名

9

0．B．

14

G．1

杉
○
篤

0
31δ

本
○
博

0
26a

診

断

27

G．1

良
篁
商
血
圧

良
性
局
血
圧

松

0
尚

0
44δ

良
性
r笥

血
圧

＼＼　時間（分）
　　　＼＼＼

　　　　　＼
観察項目＼

51

G．五

54

G．皿

69

全
身
血
圧

収縮期／拡張期

　mmHg
平　　　均

　mmHg
毛細血管圧
　　mmHg
毛細血管像

全
身
血1
圧1

収縮期／拡張期

　mmHg
平　　　均

　mmHg
毛細血管圧
　　mmHg
毛細血管像

中

○

マ

0
43♀

出

○
幸
○
郎

468

浦
○
な

0
55♀

全
身
血

韮

収縮期／拡張期

　mmHg
平　　　均

　mln：Hg

毛細血管圧
　　mmHg
毛細血管早

良
体
面
血
圧

良
笙
局
血
圧

良
洋
行
血
圧

悪難響
　　　　mmHg圧1

毛細血管圧
　　mmHg
毛細血管像

全
身
血
圧

収縮期／拡張期

　mmHg
平　　　均

　mmHg
毛細血管圧
　　mmHg
毛細血管像

全
身
血
圧

収縮期／拡張期

　mmHg
平　　　均

　mmHg

前 5 10

152　1121146　108iI46　108／

125

20

　／

121
（一4）

23
（＋3）

十

　　　ヒ152／1021150／98

119　　　115
　　　　（一4）

19 20
（＋1）

十

　／

121
（一4）

23
（＋3）

十

142／90

107
（一12）

178／106

130

21

21
（＋2）

十

172／100

124
（一6）

23
（＋2）

±

170／98

122
（一8）

24
（＋3）

土

15 30 45

142／1081

　119
（一6）

24
（＋4）

144／94

111
（一8）

176／104

128

23

23
（＋4）

172／100

124
（一4）

24
（＋1）

174／104

127
（一3）

25
（＋4）

170／100　174／98

123　　　123
（一5）　（一5）

26
（＋3）

26
（＋3）

156／112　152／112

　127　　　125
（＋2）　（0）

20
（0）

140／96

111
（一8）

23
（＋4）

19
（一1）

142／98

113
（一6）

21
（＋2）

178／104

129
（一1）

21
（0）

178／102

127
（一1）

23
（0）

176／104

128
（一2）

22
（＋1）

174／102

126
（一2）

23
（0）

60

G．皿

98

G。皿

178／124幽180／124

142　　　143
　　　　（＋1）

21

208／116

　147

毛細血管圧
　　mmHg
毛細血管像

11

20
（一1）

±

玉80／126

144
（＋2）

20
（一1）

±

　　　　210／106　216／118

　141　　　151
（一6）　　　（十4）

12　　　14
（十1）　（十3）

176／124

　141
（一1）

22
（＋1）

216／112

　147
（0）

11
（0）

148／100

116
（一3）

17
（一2）

池
○
し）

0
62♀

悪
性

血
圧

全
身
血
圧

収縮期／拡張期

　mmH：9
平　　　均

　mmHg
毛細血管圧
　　mmHg
毛細血管像

210／140

　163

13

206／138

　161
（一2）

15
（＋2）

±

208／134

　159
（一4）

15
（＋2）

±

178／126

143
（＋1）

21
（0）

208／118

　148
（＋1）

178／124

142
（0）

20
（一1）

210／114

　玉46

（一1）

10
（一1）

11
（0）

210／138幽208／138

　162　　　16i
（一1）　（一2）

14
（＋1）

13
（0）

214／138

　163
（0）

14
（＋1）

註：第i2表と同じ．

であり，下降率は平均18．9％であった．毛細血管圧

は6例において10～20分より旧怨を始め，20～60分で

最高に達し，60～120分後迄続いた．最大上昇度は

4～11mmHgで平均6．8mmHgであり，平均上昇率

は32．1％であった．1例においては血圧は急激に低

下し，低血圧状態を示したが，毛細血管圧も同時に下
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第15表　　Im．注射による毛細血管像の変化

症

例

番

号

9

14

27

51

54

69

98

＼ 検劃年
＼、　項　副

＼＼　1

氏　＼

名 ＼

杉○　篤0

本0　博○

松○　尚○

中O　マ0
出○幸○三

浦○　な○

池○　い0

齢

31

26

44

43

46

55

45

性

別

δ

3

δ

♀

3

♀

♀

診

断

毛　細　血　管　像

驚張

蘇

良性高血圧

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

悪性高血圧

十

十

士

±

±

静張
脈
脚

の

拡

十

十

土

蹄長！蹄加

墨跡
筒　数
の　　の

延　増
　　1

十

血

流

速

度

促

減

異油充加乳叢最一

締球面糊
流
の

度　1下増変時
の　静加幽間
増幅（分）

一　　十

十　　十

一　｝‡

7　二一
一　一←

　　±

十 5

5

5

／

5

／

5

全大
身下
血隆
圧時
二間

（分）

15

10

10

io

／

5

5

毛大
急変
血化
管時
二間
最
（分）

計 15同・11－1固1［

15

15

15

10

／

10

10

註：第13表に同じ．

　血
　圧
mmH9

　毛
　諾

　窪

mm，H9

　　30

20

10

160

140

120

100

第2図　Im，注射による血圧及び

　　毛細血管圧の経時的変化

（症例14）本○博0　26歳　ε

　　良性高血圧症G．1群

80
●・，，o

05101520　30 45 60分

降し，毛細血管像は収縮を示した（第4図）．6例に

ついての十K．P．：一B．P．は2．20であった．毛

細血管像においては低血圧を示したi例は収縮を認め

るも，2例は明らかな，2例は軽度の拡張を認め，残

りの2例には変化が認められなかった．即ち動脈脚の

拡張は4例，静脈脚の拡張は3例，収縮は1例であっ

た．その丁丁係数の減少は1例，血流速度の促進は2

例，促進の減弱は1例，低下は1例，異常血流の減少

は2例，充盈度の増加は4例，減少は1例にそれぞれ

認めた．変化は10～40分より始まり20～60分後迄続い

た．

　d）Ru．による変化（第18，第19表，第5図）；良性

高血圧症6例，悪性高血圧症1例計7例について観察

した．注射前の平均血圧は114～170mmHgで平均

140．3mmHgであり，毛細血管圧は12～24mmHgで

平均18．9mmHgであった．血圧の下降は10～20分よ

り始まり20～90分で最高に達し，40～120分後以上ま

で続いた．最大下降度は7～25mmH：gで平均17・4

mmHgであり，平均下降率は12．4％であった．毛細

血管圧は6例において上昇を認めたが，1例において

は変化を認めなかった．上昇は20～40分より始まり20

～6α分で最高に達し40～i20分後迄続いた．最：大上昇

度は4～8mmHgであった．7例についての平均上昇

度は4．7mm：Hgであり，平均上昇率は23．9％であっ

た．十：K．P．：一B．　P．は1．95であった．毛細血

管像においては明らかな拡張を認めるもの1例，軽度

の拡張を認めるもの3例で，残りの3例には変化を認

めなかった．即ち動脈脚の拡張は3例，静脈脚の拡張

は2例であった．その他血流速度は促進の減弱が豆

例，異常血流の減少は1例，充盈度の増加は2例にそ

れぞれ認められた．変化は10～40分より始まり20～

120分以上後まで続いた．

　各降圧剤による血圧下降に際して，血圧の変化と毛

細血管の変化は必ずしも密接に並行して推移しなかっ

た．又注射前の状態及び高血圧症の進行度によって反

応に差は認あられなかった．毛細血管圧の変動はすべ

て正常範囲内でしか変化しなかった．

　各薬剤による変化を比較すれば（第20，第21表），

使用量及び個入差のために比較は困難ではあるが，実

験に使用した量においては血圧及び毛細血管圧に及ぼ
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第16表　　Vr．注射による毛細血管圧及び毛細血管像の経時的変化

例び見
番眼
湖底

症及出陳1診

7

0．B．

9

0．B．

名港

宮
○
篤

0
28δ

杉
○
篤
○

i31＄

16

ノ

G．1

川

0
勇

○

良
量
器
血
圧

良
性
ri笥

血
圧

｝31δ1

良
性
局
血
圧

51

G．皿

67

G．∬

中

○
マ
○

43♀

木
○
禅
○

54δ

良
性
尚
血
圧

良
性
局
血
圧

＼＼　明峰（分）

観察項目　＼＼
＼

前 10

全
身
血
圧

騨野1謄2階2
　mm耳g　　　　　　　l（一35）

毛細血管圧
　　mm耳9

毛細血管像

23 28
（＋5）

±

20

1

108／52

　71
1（一41）

全　収縮期／拡張期

置注識均

　毛細血管圧
　　　mmHg

　毛細血管像
全
身
血
圧

収縮期／拡張期

　mmHg
平　　　均

　mm葦｛9

毛細血管圧
　　mmHg
毛細血管像

154／112

126

14
（一9）

△

玉44／102：132／96

116　　　108
（一10）　（一18）

19 P（22十3）

　　i＿

182／100i168／94

127　　　119
　　　　（一8）

20 18
（一2）

±

26
（＋7）

142／86

105
（一22）

23
（＋3）

十

40 60

10P｛68illlク2

（一34）i（一28）

（12－11）｝（瑠）

△1△
13・／941128／96

（106－20）｝（鵡）

｝℃o

（＋11）

　±

　29
（＋10）

　±

90

134／82

　99
（一16）

30
（＋7）

132／108

　116
’（一10）

22
（＋3）

120

124／78

　93
（一22）

25
（＋2）

全

劃
圧

収響階4
毛細血管圧
　　mmHg：

毛細血管像

21

166／100

122
（一12）

21
（0）

152／112

125
（一1）

154／94

114
（一13）

24
（＋4）

十

172／112

132
（一2）

23
（＋2）

138／86

103
（一31）

27
（＋6）

19
（0）

1糊00艘00

（一7）　（一7）

22
（＋2）

±

21
（＋1）

176／108

里31

（＋4）

全
身
血
圧

収縮期／拡張期

　mmHg
平　　　均

　mmHg

170／102

125

18
（一2）

80

G．∬

100

G．IV

坂
○
由

○
郎

62δ

中

○
茂
○

45δ

154／104い56／94

121　　　　i11
（一4）　口（一14）

毛細血管圧
　　mmHg
毛細血管像

24 30
（＋6）

30
（＋6）

150／102h60／102

1181121
（一16）　1　（一13）

22’
（＋1）

21
（0）

1164／104

　124
（一10）

22
（＋1）

26　　　31
（十2）　　　（十7）

23　　　21
（一1）　（一3）

良
性
帰

皿
圧

悪
性
尚
血
圧

全
身
血
圧

収縮期／拡張期

　mmHg
平　　　均

　mmHg
毛細血管圧
　　mmHg
毛細血管像

170／98

122

156／86
宴G5・／82｛152／86

1（io9－13）｝（単）R蠣）

± ±

｝エ6・／94｝168／98

（116－6）．1（皇1）

全
身
血

．圧

毛細血管圧
　　mlnH9

毛細血管像

26 30
（＋4）

1172／122

　139
（一22）

33
（＋7）

十

166／1i6

133
（一28）

32
（＋6）

十

1驚’8欄28
（一28）1（一23）

32
（＋6）

十

31
（＋5）

｝172／120

　137
（一24）

28
（＋2）

註：第12表と同じ．
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第17表　　Vr．注射による毛細血管像の変化

症

例

番

号

7

9

16

51

67

80

100

氏

名

検　査

　項　目

宮○　篤○

杉0　篤○

川○　勇○

中○　マ○

木○　禅○

坂0由○郎

中○　茂○

年

齢

28

31

31

43

54

62

45

性

別

診

断

δ［離高旺
6

3
♀

δ

3

3

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

悪性高血圧

毛　細　血　管　可

動張
脈
脚
の

拡

静張
脈
脚

の
拡

一　　△

士　　一

十昏十

士

十

±

蹄長
弘
誓
の

延

蹄加
係
数
の

増

＋［一

△

血

流

速

度

異減
常少
血
流
の

充
盈
度
の
増

加1乳叢巖発

低

促

減

促

士

士

△

十

十

±

十

頭の伏現

弄號醤
脈勝）

20

40

20

／

／

10

20

全大
身下
血降
圧時
最間

（分）

毛大
細変
血化
管時
圧聞
最

（分）

20

40

20

40

20

20

40

40

40

40

40

60

20

20

計 14囹・｝・■214団
註　　第13表と同じにして，△は逆方向の変化を示す．

義　庄
血　mm．Hg
管
圧　　　2GQ

mm，Hg

第3図　Vr．注射による血圧及び毛細血管圧の経時的変化

（症例100）中○茂045歳δ悪性高血圧症G．皿一IV群

　血

40

竃0

20

10

18G

160

140

120

100

1“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噂　，　鞠　噂　隔　．……一・・……・・…………・．．．．＿．．．　1＿」

120分

、

0　10　20 40 60 90

第4図Vr．注射により低血圧を起した例の血圧及び毛細血管圧の経時的変化

　　　　　（症例7）宮○篤028歳δ良性高血圧症0．B．群

　　　　　　血
　　　　　　圧

mm．Hg

　160

　毛
　細
　血
　管
　圧
mm．Hg

　30

20

10

140

120

100

80

GO

40

6

践

　丈．
鴨・． @●

●’

9●’層し

鴨●

0　1020 40 60 SO 120分
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第18表　　Ru．注射による毛細血管圧及び毛細血管像の経時的変化

症及所
例び見
番眼
号底

9

0．B．

氏

名

杉
○
篤
○

i31δ

20

G．1

5i

G．∬

54

G．皿

69

G．五

88

G．：皿

100

G．IV

石
○
き

○
の

42♀

中

○

マ

0
43♀

出

○
幸
○
郎

46δ

浦
○
な

Q
55♀

和
○

つ

0
69♀

中

○
茂

0
45♂

診

断

良
性
局
血
圧

＼　＼時間（分）
　　　＼・　、＼、

　観察項目　＼、

全i収縮期／拡張期
身　　　mmHg
血　　平　　　均
圧I　　mmH：9

毛細血管圧
　　mmHg
毛細血管像

良
性
局
血
圧

全
身
血
圧

収縮期／拡張期

　mmHg
平　　　均

　mmHg
毛細血管圧
　　mmHg
毛細血管像

良
笙
筒
血
圧

隣
窪1

良
性
局
血
圧

収縮期／拡張期

　mmHg
平　　　均

　mmHg
毛細血管圧
　　mmHg
毛細血管像

全
身
血
圧

収縮期／拡張期

　mmHg
平　　　均

　mmHg

前

146／98

114

22

166／102

123

19

168／112

131

24

10 20 40 60 90

13692［136921140100i1421001144108　／

107
（一7）

　／

107
（一7）

　／

113
（一1）

／

114
（0）

　／

120
（＋6）

120

23
（＋1）

士

26　　　25
（十4）　　　（十3）

±　　　　一

　　　　　　　　　　　
160／104　138／1081126／88

123　　　　118　　　　　　　　101
（0）　（一5）！（一22）

20
（一2）

i28／88

101
（一22）

21
（一1）

146／96

113
（一10）

20
（＋1）

166／102

123
（一8）

（18－1）論1

144／96

112
（一19）

24
（0）

28
（＋4）

144／98

113
（一18）

30
（＋6）

±

23
（＋4）

19
（0）

148／100階144／92

116　　　109
（一15）　　（一22）

26
（＋2）

±

　　　　180／132　160／118

148

毛細血管圧
　　mmHg
毛細血管像

22

131
（一17）

24
（＋2）

十

i　160　1101　160　11d　156　110
　／

127
（一21）

28
（＋6）

十

　／

127
（一2五）

　／

125
（一23）

29
（＋7）

十

30
（＋8）

十

26
（＋2）

±

156／108

124
（一24）

30
（＋8）

十

166／108

127
（＋4）

18
（一1）

良
性

局1
血［

圧

138／92

107
（一24）

28
（＋4）

±

禽一瓢畿張期

墨1㌔mH、均

1218／118

i151

毛細血管圧
　　mmHg
毛細血管像

12

160／i12

i28
（一20）

30
（＋8）

十

210　1201　194　106｝194　102！192　110i
　／

150
（一1）

良
笙
局
血
圧

11

（一1）

全1収縮期／拡張期
身　　　mm：Hg
血　　平　　　均
圧1　　mmHg
毛細血管圧
　　mmHg
毛細血管像

224／106

　145

218／96

　137
（一8）

12 10
（一2）

　／

135
（一16）

14
（＋2）

±

214／92

　133
（一12）

12
（0）

1幽1蛉
（一18）　1（一14）

16
（＋4）

＝ヒ

2豆2／90

　131
（一14）

13
（＋1）

15
（＋3）

218／96

　137
（一8）

11

（一1）

212／114i214／120

147巨51
（一4）　i　　（0）

悪
性
局
血
圧

11

（一1）

226／108

　147
　（＋2）

　9
（一3）

11

（一1）

動収欄講輸
血1　　　平　　　均
圧i　mmH：9
毛細血管圧
　　mmHg

毛細血管像

224／106

　145
（0）

12
（0）

響1幽幽野
21 21

ro）

一26

（＋5）

26
（＋5）

216／138122・／146｝

（164－6）1（掌｝到

24
（＋3）

19
（一2）

註：第12表と同じ．
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第19表　　Ru．注射による毛細血管像の変化

症

例

番

号

9

20

51

54

69

88

氏

名

検　査

　項　目

杉○　篤○

石○き○の

中○　マ○

出○幸○郎

浦○　な○

和○　つ○

100i中○　茂○
　　1

年 性

齢　別

31

42

43

46

55

69

45

δ

♀

♀

δ

♀

♀

δ

診

断

毛　　細　血　管　像

離
長

良性高血圧

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

摂生高血圧

±

：±

十

脈　係
脚　高
の　　の

拡障

静管長鋤繭七二丁丁叢
係
数
1の

増
1

引一

；1＝

まヒ

ー　　1　『

転婆1
頭の
1下増

静加
脈｝（分）

最二
大可
変時
化間

減

H一

十

十

士

10

／

120

10

20

／

　　　
全大尾大
身下1二二
血降1血化

霞騨
（分）1（分）

／1

10120
40｝40
120140
9・16・

4・ P4・

40 P／
　　　2040i

計 回21・1・口1｝21・1
　　　　　　　註：第13表と同じ．

第5図　Ru．注射による血圧及び毛細血管圧の経時的変化

　（症例20）石○き○の42歳♀良性高血圧症G．1群

　　血
　　庄

mm ｯ

　義160
　舞

mm．H9　140

　30
　　　120

　　20　100

　　　80
　　10

，9。・・㍉　　　　！
■　　　　　　　　魅・　　　’

ノ。”・鮨・・駒．．

●

　　　　庵・●． ●層鴨●●曜．… @　■

　　　　　0　10　20　　　40　　　eo　　　　　　90　　　　　120分

第20表　　各種降圧剤注射による血圧及び毛細血管圧の変化

　　検査項目

使用薬剤

　C、…

（7例）

Im．

（7例）

範囲

平均

範囲

平均

注　　射　　前 最大変化干

渉　　圧
mmHg

Vf．

（6例）

116～155

　130

119～163

136．3

範囲

平均I
　　I

122～161

132．5

Ru．1範囲

（7例）　玉9土勾

114～170

140．3

毛細血管圧

　mmHg

8～24

18．7

11～23

18．3

血　　圧
mmH9

14～29

22．4

0～12

6．0

毛細血管圧

　mmHg

5～12

7．3

0～4

2．7

㌃16／’1雲13

12～24

18．9

4～11

6．8

7～25

17．4

0～8

4．7

変　　化　　率

血　　圧
　％

11．3～25．0

　17．3

0～10．1

　4．5

8．0～24．6

　16．3

6．1～17。9

　12．4

毛細血管圧
　　％

20．8～112．5

　44．4

十K．P．

一B．P．

2．57

・一2Ll 奄R．57

　15．6

20．0～57，9

　32．1

0～36，3

23．9

2・30

1．95
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第2i表　　各種降圧剤注射による毛細血管の変化

毛細血管l
　　　　I

使用薬剤

　C5
（7　例）

毛　細　血　管　圧

上昇睡刻下糟
毛　細　血　管　像

拡張1不刻収縮
　7
（100％）

　Im．

（7　例）

　6
（85．7％）

　Vr．

（7　例）

　Ru．

（7　例）

　計
（28例）

　6
（85．7％）

　6
（85．7％）

　25
（89．3％）

　1
（14・2％）

　1
（14．2％）

　2
（7．i％）

　7
（100％）

　1
（14．2％）

　1
（3．6％）

　5
（71．4％）

　4
（57．1％）

　4
（57．1％）

　20
（71．4％）

　2
（28．6％）

　2
（28．6％）

　3
（42．9％）

　7
（25，0％）

　1
（14．2％）

　1
（3．6％）

す影響はGiが最も強く，次いでVL，　Ru．，　Im．の順

であった．十K，P．：一B．　P．を比較すればIm．

は3．57で最も大きく，qは2．57でこれに次ぎ，

Vr．は2．20，　Ru．は1．95で共に小さい．即ちIm．

は血圧の変化に比して毛細血管圧の変化強く，Ru．，

Vr．は血圧の変化に比して毛細血管圧の変化の弱いこ

とを示している．毛細血管像の変化はq，Im．，　W，

Ru．の順に強かった．

　以上各薬剤による変化を総計すれば第21表の如くに

して，血圧の下降により毛細血管圧の上昇を認めるも

のは28例中25例89．3％であり，毛細血管の拡張を認

めるものは20例71．4％であった：．

　　　　第5項　斉種血圧降下剤長期治療時

　　　　　の毛細血管像及び毛細血管圧

　降圧剤による治療に際し血圧の変化と共に毛細血管

の変化を1～3週間毎に1～3カ月に亘り観察した．

血圧は入院患者においては毎日，外来患者においては

3～7日毎に測定し，各投与量において血圧の降下し

且つ比較的安定した、時期を選んで毛細血管を観察し

た．

　治療に使用したi薬剤は次の諸剤でいずれも経口投与

によった．

　1）自律神経節遮断剤

　イ）ヘキサメトニウム・ブロマイド；メトプロミン

（山之内製薬）を1日目0．3gを初回量とし血圧を観

察しながら漸増す．

　ロ）重酒石酸ペントリニウム；アンソライセン（大

日本製薬）を初回1日量30mgとし以後漸増す（以下

C5と略記す）．

　2）ベラトルム・ビライド製剤；トラポン（小野薬

品）を初回1日量2mgとし以後漸増す．

　3）ローウオルフィア・セルペンチーナ製剤

　イ）ローウオルフィア総アルロイド；エガリン（大

日本製薬）を初回1日量2皿gとし以後漸増す（以下

Eg．と略記す）．

　ロ）レゼルピン；セルパヂール（武田製薬）を初回

1日量0．1mgとし以後漸増す（以下Serp．と略記
す）．

　a）自律神経節遮断剤による毛細血管像の変化（第

22，第25表）；良性高血圧症14例，悪性高血圧症3例，

腎性高血症1例計18例について観察した．治療前の平

均血圧は103～163mmHgで平均131．4mmHgであ

った．血圧は経過に従って相当の変動を認めたが，持

続的な血圧降下を認めるもの9例，変動強きも低下の

傾向を示すもの7例，低下の傾向認められないもの2

例であった．毛細血管像においては，動脈脚の狭小，

静脈脚の狭小，血流速度の促進又は低下，異常血流，

充盈度の減少等の諸変化の軽減を良工と見なすなら

ば，良転は8例44．4％，不変は7例38．9％，悪化は

3例16．7％であった．即ち動脈脚の拡張は7例，収

縮は3例，静脈脚の拡張は7例，収縮は1例，血流速

度の促進又は低下の減弱：ま5例，増強は3例，異常血

流の減少は7例，増加は2例，充盈度の増強は2例，

減少は1例にそれぞれ認められた．悪化を認めた3例

中2例において血圧は持続的な下降を示し，1例は血

圧に変化がなかった．又血圧の変化を認めなかった他
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第22表　　自律神経節遮断剤治療による毛細血管像の変化

症び
例眼
番底
号所
丁丁

22

G．1

25

G．1

30

G．1

42

G．1

53

G．皿

54

G．∬

57

G．皿

61

G．皿

69

G．：皿

70

G．皿

氏

名

診

断

酌量

4耀
神
○
与

0
43δ

島

9
吾
0

45δ

西
○
他

0
583

丹
○
を

0
46♀

出

○
幸
○
郎
468

中

○
幸

0
47δ

＼

桶
○
外

0
49δ

木
○
禅

0
548

宮
○’

民
55♀

良
性
局
血
圧

良
些

血
圧

良
性
証
書
圧

縮
些
r蜀

血
圧

亜
聖
旺
盛
圧

面
笙
筒
血

圧

良
笙

血
圧

良
性

血
圧

良
性
局
血
圧

観

察
日

時

10／8

13／9

2／10

24／8

12／9

1／10

14／10

12／5

5／6

7／7

26／7

5／12

3／i

24／1

9／2

4／7

21／7

15／8

29／9

8／6

3／7

28／7

15／8

12／7

29／7

13／8

6／9

9／6

2／7

14／7

3／8

14／8

28／8

15／9

5／10

16／5

9／6

4／7

28／7

投

与

量

C6対
1．2gr

1．1gr

C弓対

0．39f

O．6gr

O．4gr

C5対
40mg

40mg

40mg

C5対
100mg

130mg

130mg

C5対
70mg

90mg

130mg

C謳対

90mg

90mg

90mg

C5対
80mg

100mg

80mg

C5対
90mg

140mg

150mg

C5対
20mg

70mg

80mg

全身血圧
収縮期／

　拡張期
　mmH9

206／124

166／108

168／108

160／108

148／104

138／98

150／108

150／98

140！86

148／90

144／90

平
均

（差）

mmHg
151

127（一24）

128（一一23）

125

119（一6）

111（一14）

122（一3）

毛細血管像

156／94

140／94

144／88

156／96

150／92

148／88

150／98

136／88

184／126

172／104

176／126

152／102

158／84

148／84

136／74

156／82

160／108

142／82

138／80

150／86

170／102

178／104

158／96

172／86

C5対1170／112

110mg　　144／102

130mg　　162／118

150mg　　162／108

　ヒ

動
脈
脚
径

±

十

十

士

三

士

115　　
＝ヒ

104（一i1）　　　±

器＝劉‡

115

109（一6）

107（一8）

116（＋1）

111

108（一3）

115（＋4）

104（一7）

145

127（一18）

143（一2）

119（一26）

109

105（一4）

95（一14）

107（一2）

125

102（一23）

99（一26）

105（一20）

125

129（＋4）

117（一8）

115（一10）

131

116（一15）

132（＋1）

124（一7）

±

±

土

±

士

十

±

±

±

十

±

±

十

十

十

十

十

十

十

±

十

十

十

十

±

＝ヒ

十

十

静
脈
脚
径

十

十

十

±

三

二

十

十

十

十

±

十

十

血
流
速
度

十

十

十

三

二

柵

三

門

士

十

十

異
常
血
流

十

±

±

十

±

±

±

士

充

盈

度

不良
不良
不良

不良
不良
不良
不良

良

良

良

良

十一
十

十

十

±1＋

十

十

十

±

十

十

十卜’

什

十

十

十

十

什

十

十

冊

十

十

十

十

梢ζ不良

不良
梢ヒ不良

梢ぐ不良

十

十

十

十

±

±

±

±

±

±

±

十1一

十一

十

±

十

十

±

梢ヒ不良

良

梢ヒ不良

梢ヒ不良

梢ζ不良

良

梢ヒ不良

梢ヒ不良

不良
不良
不良
不良

良

良

良

不良
良

良

良

良

梢ヒ：不良

梢ζ不良

良

良

備

考

乳脈
頭叢
下増
静加
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72

G．∬

81

G．五

83

G．皿

88

G．：皿

内

○
き

0
58♀

生
○
時
○
郎

63＄

真
○
か

0
65♀

和
○

つ

0
69♀

8g

G．皿10
　　133δ

学
頭

血
圧

良
油
川
血
圧

良
性
尚
血
圧

良
堂
局
血
圧

悪
性
［笥

血
圧

93き麿

98

G．皿

10i

G，1V

池
○
い

0
62♀

戸
○
剛

52δ

鴬
野
「笥

血
圧

腎
笙
商
血
圧

12／5

3／6

4／7

28／7

3／6

1／7

28／7

5／8

10／10

19／10

26／10

4／7

21／7

15／8

2／9

24／8

15／9

20／10

2／10

13／10

26／10

14／7

21／7

8／8

15／8

23／8

17／9

20／10

C5対
130mg

150mg

180mg

C5対
70mg

70mg

70mg

G3対
0．3gr

O．4gr

C5対
70mg
120mg

190mg

210／i20

154／94

164／92

180／100

186／io6

158／90

138／86

154／100

158／76

144／76

146／78

224／106

214／118

243／100

206／106

G，対

0．6gr

1・2gr1

176／126

170／124

170／130

C6対
0．8gr

1．2gr

C5対
30mg
100mg

120mg

208／134

204／i20

198／118

210／140

174／124

192／104

146／90

150

114（一36）

113（一37）

127（一23）

133

113（一20）

103（一30）

118（一15）

103

99（一4）

101（一2）

145

150（＋5）

148（＋3）

133（一12）

143

139（一4）

145（＋2）

±

±

±

十

十

十

±

±

十

十

±

±

159

148（一11）

145（一14）

163

141（一22）

133（一30）

109（一54）

±

十

十

±

±

±

±

±

十

十

十

十

±

±

±

十

十

C茜対

0．3gr

O．6gr

164／94

154！82

150／96

1117

1106（一9）

　114（一3）

±

十

十

±

±

±

十

柵，

±

十

±

±

±

十

±

十

十

±

±

±

＋i

±

±

±

±

珊

柵

高

郷

柵

柵

柵

十

四

十

±

±

±

±

±

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

不　良

　良

不　良

不　良

良

良

良

良

梢ζ不良

梢ζ不良

梢ヒ不良

良

良

良

良

不　良

不　良

不　良

良

良

良

不　良

不　良

不　良

不　良

不　良

不　良

不　良

蹄
儘
r蜀

短
縮

註：第10表と同じ．

の1例では毛細血管像にも変化がなかった．

　b）Ru．による毛細血管像の変化（第23，第25表）；

良性高血圧症14例，悪性高血圧症1例，腎性高血圧症

3例計18例について観察した．治療前の平均血圧は

100～151mmH：9で平均127．6mmHgであった．治療

により持続的な血圧下降を認めたもの17例，変化を認

めぬもの1例であった．毛細血管像においては良転は

8例44．4％，不変は9例50・0％，悪化は1例5．6％

に認められた．即ち動脈脚の拡張は8例，静脈脚の拡

張は1例，血液速度の促進又は低下の減弱は3例，増

強は2例，異常血流の減少は・4例，増加は1例，充盈

度の増加は4例にそれぞれ認められた．悪化を認あた

1例においても血圧は持続的な下降を示した．又血圧

の低下が明らかでない1例において毛細血管像は明ら

かな良将を示した．

　c）Vr．による毛細血管像の変化（第24，第25表）；、

良性高血圧症5例について観察した．治療前の平均血

圧は115～141mmH：9で平均122．2mmHgであった．

治療により4例に持続的な血圧下降を認めたが，1例

は変化不定であった．毛細血管像においては良転は2

例40．0％．不変は3例60．0％であった．即ち動脈脚

の拡張は1例，異常血流の減少は1例，充盈度の増加

は1例にそれぞれ認められた．血圧の下降を認めぬ1

例では毛細血管像にも変化を認めなかった．

　以上毛細血管像の変化を総計すれば（第25表），良

転は41例中18例43．9％，不変は19例46．3％，悪化は

4例9．8％であった．C5及びqではRu．に比して

変化が強いが動揺が多く．悪化する例も多かった．
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第23表　　Ru．治療による毛細血管像の変化

症び
例眼
番底
号所
及見

2

O．B．

11

0．B．

12

0．B．

16

G．工

20

G．工

24

G．工

27

G，1

33

G．1

34

G．工

氏

名

滝
○
洋

0
17δ

奥
○
吉

0
343

新
○
守

0
34δ

川
○
勇

0
31δ

石
。
き

○
の

42♀

桜
○
佳

0
43δ

松
○
尚

0
44δ

中

○

清

49δ

本

0
ふ

0
51♀

診

断

腎
塗
局
血
圧

腎
性
尚
血
圧

観

察

日

時

投

与

量

mg

i4／8

20／8

24／8

1／9

22／9

4／10

16／10

6／11

Serp．対

0，25

0．25

対

Serp．対

0．15

0．15

0．15

全身血圧

良
笙
擢コ

血
圧

収縮期

拡張期

mmHg
140／80

116／72

108／74

116／72

164／94

148／86

136／86

144／92

6／7

19／7

4／8

12／8

S・・副i17・／112

0．25

2．0

2．0

170／110

164／102

158／100

平
均

（差）

mmHg
100

87（一i3）

85（一15）

87（一13）

117

107（一10）

103（一14）

110（一7）

131

130（一1）

123（一8）

119（一12）

毛細血管面

懸
注
商
血
圧

良
笙
溢
血
圧

良
笙
筒
血
圧

良
性
r笥

血
圧

良
笙
「笥

血
圧

良
笙
r笥

血
圧

動
脈
脚
径

±

十

十

十

静
脈
山
径

十

十

十

十

血
流
速
度

十

十

十

十

異
常
血
流

充

盈

度

良

良

良

良

備

16／8

1／9

20／9

1／10

Eg．対

4

4

4

4／6

25／6

12／7

8／8

Serp．対

0．2

0．3

0．3

13／6

22／6

13／7

1／8

15／3

23／3

10／4

24／4

15／5

26／5

25／6

25／7

Serp．対

0．25

0．25

0，25

SefP．対

0．1

0．1

0．3

Serp．対

0．4

0．8

1．7

28／1iEg．対

　t6／2

28／2

8／3

4

4

4

182／100

172／98

166／100

162／100

166／102

142／82

132／86

132／96

196／104

166／96

146／80

156／86

172／108

154／98

146／86

136／86

170／98

198／102

175／1i2

156／104

176／116

172／90

148／86

160／78

127

122（一5）

122（一5）

121（一6）

123

102（一21）

101（一22）

108（一15）

135

119（一16）

102（一33）

109（一26）

129

117（一12）

106（一23）

103（一26）

i±
1±

±

±

±

十

十

十

±

±

±

十

十十

十

十

±

122

124（＋2）

133（十11）

121（一1）

136

1i7（一19）

107（一29）

105（一31）

±

±

±

±

十

十

十

十

±

十

十

十

＿1＿

　　　1
±1一

±

±

±

±

十

十

十

十

十十

什
十十

柵

平

帯

冊

十

十

十

十

十

±

十

十

±

十

考

乳脈
頭叢
下増

1静加

様不一
梢ヒ不良

梢ヒ不良

梢ヒ不良

不良
不良
不良
：不良

＿矯ヒ不良

一梢ヒ不良

三態：殺

±1一

十±
十1一

什i一

珊

珊

十

十

十

十

柵

什
十十

冊

柵

下

±

±

十十

十

±

十

十

±

十

十

良

良

良

良

不良
不良
梢ヒ不良

梢ヒ不良

良

良

良

良

不良
不良
不良
：不良

不良
不良
梢ヒ不良

梢ヒ不良

乳脈
頭叢
下増
静加

蹄
係
数
増
加
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40

G．1

47

G．1

56

G．皿

59

G，皿

63

G．皿

69

G．五

78

G．五

82

佐
雲

5轟1圧

管
○
ま

0
66♀

吉
○
か
○
る

46♀

良
｛性

高
血

L＿＿

i良

薬

窪

腎
性
r笥

血
圧

深　　良

震騰
0　1血

48δ　圧

打
○
文

0
50＄

浦
○
な
（⊃

55♀

桝
・○

力

0
62＄

α五 奄U4δ

南
○
正
○

90

G．皿

川

0
久

0
38δ

良
性
商
血
圧

良
性
局
血
圧

13／8

28／8

28／9

8／10

20／3

9／4

22／4

8／5

Serp，対

　0．4

　0．8

　1．2

Eg，対

　4

　2

　2

7／11

5／12

25／12

10／1

8／11

23／11

15／12

6／1

3／10

13／10

18／10

27／10

5／7

19／7

4／8

29／8

Serp．対

　0．4

　0．4

　0．5

Eg．対

　4

　4

　4

Serp．対

　0．2

　0．2

　0．2

Eg．対

　4

　4

　4

良　11／6

豊　1／7
尚
血　　6／8

圧　　3／9

良　　4／5

性　10／5
r笥

血　15／5
圧　21／5

悪
豊
尚
血
圧

Serp．対

　0．2

　0，3

　0．2

Eg．対

　4

　4

　4

1／12

18／12

22／12

6／1

180／114

176／94

182／102

176／96

152／92

128／82

140／86

130／80

170／116

148／94

152／94

158／98

164／94

142／88

156／90

158／96

164／96

152／86

136／88

132／78

218／118

170／100

178／104

200／112

180／丘26

160／90

160／100

166／104

172／98

134／88・

120／90

128／92

ISefP．　三寸　　i80／122

　0．8　　　　　156／112

　1．2　　　　　160／120

C稽　0．5gτ1　176／120

136

121（一15）

129（一7）

123（一13）

112

97（一15）

104（一8）

99（一13）

134

112（一22）

113（一21）

118（一16）

117

106（一11）

112（一5）

117（0）

119

108（一11）

104（一15）

96（一23）

151

123（一28）

129（一22）

141（一10）

144

113（一31）

120（一24）

125（一19）

±

士

十

十

±

±

±

土

±

±

±

±

±

十

十

十

±

±

±

±

±

±

±

±

123　卜
100（一23）1±

1隅；1‡

141

127（一14）

137（一7）

139（一2）

±

十

十

十

十

十

十

十

±

±

±

士

十

十

十

十

±

±

±

±

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

柵

珊

柵

柵

十

十

十

十

枡

柵

十

十

十

十

十

十

十

十

柵

柵

丁

丁

十

±

十

十

十

±

±

十

十

十

十

不　良

不　筑

前　良

不　良

良

良

良

良

＋i不良
十

十

十

二

丁

十

十

十

十

十

±

±

十

十

不　良

不　良

不　良

梢ヒ不良

梢ヒ不良

梢ζ不良

梢ζ不良

梢ζ：不良

梢ヒ不良

梢ヒ不良

梢ζ不良

梢・不良1

梢ヒ不良

梢ヒ不良

梢ヒ不良

梢ミ不良

梢ヒ不良

梢ζ不良

梢ヒ不良

梢ヒ不良

梢ヒ不良

　良

　良

良

良

良

良

註　　第10表に同じ．

Ru．では良転例はC5及びC8と同数であったが軽度

の変化を認めるものが多かった．

　血圧の変化と毛細血管像の変化とは必ずしも一致せ

ず，又治療前の状態によっても毛細血管像の変化に差

は認められなかった．

　d）自律神経節遮断剤による毛細血管圧の変化（第

26表）；健康成人20例について7～10日の間隔をおい

て2回検した毛細血管圧の日差変動は，外的条件の安

定な限り　1～4mmHgであった．　C5治療による変化

を良性高血圧症11例，悪性高血圧症1例計12例につい

て観察した．治療前の平均血圧は109～163mmH：gで

平均130．7mmHgであり，毛細血圧管は10～24mm

I｛9で平均17．OmmHgであった．血圧は治療により

10例に下降を認めるも2例は変化不定であった．毛細
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第24表　　Vr．治療による毛細血管像の変化

症び
例三
番二
号所
及見

6

0，B．

13

0．B．

　
G．1

43

G．1

46

G．1

85

G，∬

氏

名

北
○
美

0
27♀

梅
○
与
○
松

62δ

中

○
彦
○
門

60δ

　山

　O
外

　○
　郎
65δ

｝π
　○
庄

　○
　郎
65δ

診

断

良
塗
局
血
圧

良
塗
局
血
圧

良
性
尚
血
圧

良
篁
尚
血
圧

良
笙
筒
血
圧

観

察
日

時

10／11

22／11

9／12

19／12

18／2

14／3

26／3

10／4

17／1

27／1

4／2

24／2

20／2

1／3

10／3

22／3

22／2

28／2

6／3

20／3

投

与

量

mg

対

4

4

4

対

4

5

6

対

2

5

9

対

4

6

10

対

4

6

8

全　身　血　圧

収縮期

拡張期
mmHg

156／96

146／86

134／84

132／86

168／90

158／92

144／90

164／86

188／90

150／86

172／74

172／90

196／114

190／116

176／105

176／1i2

168／88

172／78

194／86

170／80

　平
　均

（差）

mmHg
116

106（一10）

101（一15）

101（一15）

116

114（一2）

98（一18）

112（一4）

123

107（一16）

107（一16）

117（一6）

141

141（0）

129（一12）

133（一8）

115

109（一6）

122（＋7）

110（一5）

毛細血管像

動
脈
脚
径

静
脈
脚
径

血
流
速
度

異
常
血
流

充

盈

度

備

十

十

十

十

±

十

十

±

±

士

±

±

十

十

十

十

十

十

十

十

十

±

±

±

什

十

±

十

十

十

十

十

±1＋

士i＋

±

±

±

±

±

±

±

十

十

柵

四

十

柵

±

十

十

十

十

考

良

良

良

良

梢ミ不良

　良
　良
梢ヒ不良

梢ζ不良

梢ヒ不良

梢ヒ不良

梢ζ不良

不　良

不　良

不　良

不　良

梢ζ不良

梢ヒ不良

梢ヒ不良

梢ヒ不良

註：第10表と同じ．

第25表　　各種降圧剤治療による毛細血管像の変化

＼毛細血
　＼＼

Cδ及びC5

Ru．

Vr．

計

台

数

18

18

5

41

動

脈

脚

静

脈

脚

拡1収　拡

張斗升
7

8

3

0

7

1

収
縮

1

16

1

0

ooIO
　　　1

3 8 1

血
流
速
度

異
常
血
流

減
弱

5

3

増　減
強　少

3

2

0　　0

8 5

7

4

1

12

増
加

2

1

0

3

充

盈

度

増
加

減
少

良

日

不

2

4

1

7

変

11（44亀％）1（38ろ％）

0

0

　8
（44．4％）

　2
（40，0％）

　　
11（43il％）

　9
（50．0％）

　3
（60．0％）

　19
（46．3％）

悪

化

　3
（16．7％）

　1
（5．6％）

0
（0）

　4
（9．8％）

註：血流速度は促進又は低下の減弱或いは増強を示す．
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血管圧は血圧の下降と共に上昇の傾向を認めるもの7

例，変化不定のもの4例，下降の傾向を認めるもの1

例であった．健康成人の日差変動を越えた変化を示し

たものは，上昇の傾向を認めた4例のみであった。

第26表　　自律神経節遮断剤治療による毛細血管圧の変化

　　1
症び
肉眼
番底
号所
及見

30

G，1

42

G．1

53

G．皿

54

G．皿

57

G，皿

61

G，皿

69

G．五．

70

1G．皿

72

G．二

二

名

島

9
吾
0

45δ

西
○
他

0
58δ

丹
○
を

0
46♀

出

○
幸
○
郎

46δ

中

0
幸

0
47δ

桶
○
外

0
49δ

木
○
禅

0
54δ

宮

○

民
55♀

内

○
き

0
58♀

診

断

良
笙
筒
血
圧

良
性
筒
血
圧・

良
笙
局
血
圧

良
竺
筒
血
圧

良
豊
局
血
圧

座
興
筒
血
圧

良
塗
局
血
圧

観
察

日

時

12／5

5／6

7／7

26／7

　　　
5／12

3／1

24／i

9／2

4／7

21／7

15／8

29／9

8／6

3／7

28／7

15／8

12／7

29／7

13／8

6／9

9／6

2／7

14／7

3／8

14／8

28／8

15／9

5／10

良
笙
筒
血
圧

i1雛

厩
良
笙
局
血
圧

12／5

13／6

4／7

28／7

画

面

量

mg

全　身　血　圧

1収縮期　／

　　畿

　平
　均

（差）

mmHg

毛細血管

C5対
40

40

40

C5対
ioO

130

130

C5対
　70

　90
　130

C5対
90

90

90

C5対
　80
　韮00

　80

C5対
　90

　140

　150

C5対
20

70

80

C5対
110

130

150

C5対
130

i50

180

150／98

140／86

148／90

144／90

156／94

140／94

144／88

156／96

150／92

148／88

150／98

丘36／88

184／126

172／104

176／126

152／102

158／84

148／84

136／74

156／82

160／108

142／82

138／80

150／86

170／102

178／104

158／96

172／86

●170／112

144／102

162／118

162／108

210／120

i54／94

164／92

180／100

　血
　圧

（差）

mmHg
1ユ5

104（一11）

109（一6）

108（一7）

12・

115

109（一6）

107（一8）

H6（＋1）

11i

108（一3）

115（＋4）

104（一7）

145

127（一18）

143（一2）

119（一26）

109

105（一4）

95（一14）

107（一2）

125

102（一23）

99（一26）

105（一20）

125

129（＋4）

117（一8）

115（一10）

131

重i6（一15）

132（＋1）

124（一7）

150

114（一36）

113（一37）

127（一23）

19（一1）

18（一2）

19（一1）

14

17（＋3）

15（＋1）

13（一1）

17

17（0）

21（＋4）

19（＋2）

　　　　　　
20　　　　レ

26（＋6）　i

17（一3）

28（＋8）

16

13（一3）

18（＋2）

20（＋4）

21

20（一1）

22（十1）

19（一2）

24

24（0）

23（一1）

24（0）

13

17（＋4）

11（一2）

18（＋5）

24

23（一1）

27（＋3）

28（＋4）
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81

G．∬

88

G．皿

98

G．皿：

生
○
時
○
郎

63δ

和
○

つ

0
69♀

池

0
い

0
62？

良
性
筒
血
圧

3／6

1／7

28／7

5／8

良
性
尚
血
二

流
笙
高
血
圧

4／7

21／7

15／8

2／9

14／7

21／7

8／8

15／8

C5対
70

70

70

C5対
　70

　120

　190

C5対
　30

　100

　120

186／106

158／90

138／86

154／100

224／106

214／H8

243／100

206／106

210／140

174／124

192／104

146／90

’133

113（一20）

103（一30）

118（一15）

145

150（＋5）

148（＋3）

133（一12）

163

141（一22）

133（一30）

109（一一54）

13

15（＋2）

24（＋11）

21（＋8）

12

14（＋2）

9（一3）

10（一2）

10

9（一1）

15（＋5）

17（＋7）

　e）Ru．による毛細血管圧の変化（第27表）；良性高

血旺症6例，悪性高血圧症1例，腎性高血圧症1例計

8例について観察した．治療前の平均血圧は112～14

1mmHgで平均130．4mmHg，毛細血管圧は9～20

mmHgで平均15．6mmHgであった．治療により血

圧は全例に下降を認めた，毛細血管圧は血圧下降と共

に上昇の傾向を示すもの4例，下降の傾向を示すもの

　　、

第27表

2例，変化不定のもの2例であった．正常日差変動の

範囲を越えて変化するものは下降例に1例，上昇例に

1例認められた．

　f）Vr．による毛細血管圧の変化（第28表）；良性高

血圧症2例について観察した．治療前の平均血圧は

116及び123mmHg，毛細血圧管は11及び26mmHg
であった．血圧は治療により2例共に下降したが，毛

Ru・治療による毛細血管圧の変化

症び　氏
・例眼1

番底
号所
毛見、名

16

G．1

20

G．1

27

G．1

47

G．I

I．一＿＿＿

川
○
勇

0
35ε

石
○
き

○
の

42♀

松
○
尚

0
44δ

管
○
ま

0
66♀

診

断

良
性

血
圧

良
笙
r笥

血
圧

良
豊
「笥

血
圧

観

察

日

時

16／8

1／9

20／9

1／10

投

与

量

mg

全　身　血　圧

Eg．対

　4

　4

　4

4／6

25／6

12／7

3／8

Serp．対

　0．2

　0．3

　0．3

182／100

172／98

166／100

162／100

166／102

142／82

132／86

132／96

　平
　均

（差）

mmHg

15／3

23／3

10／4

24／4

良　　20／3

性ig／4
r冒」　1

血　122／4
圧】8／5

Serp．対

　0．1

　0．1

　0．3

127

122（一5）

122（一5）

121（一6）

i

I
」＿＿

172／108

154／98

i46／86

136／86

Eg．対　152／92

　4　　　128／82

　2　　　140／86

　2　　　130／80

123

102（一21）

101（一22）

108（一15）

129

117（一12）

106（一23）

103（一26）

毛細血管

　血
　圧

（差）

mmHg
20

19（一1）

18（一2）

20（0）
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18（＋2）

14（一2）

14（一2）

22

韮4（一8）

13（一9）

16（一6）

112　　　　　　17

97（一15）　　　　14（一3）

104（一8）　　　　17（0）

99（一13）　　　　18（十1）
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56

G．皿

59

G．皿

69

G．皿

90

G．小

吉
○
か
○
る

46♀

深
○
茂

0
48δ

腎
丁
丁
血
圧

丁
丁
局
r血

圧

浦
○
な

0
55♀

川
○
久

0
38δ

良
性
1笥

血
圧

悪

笙
尚
血
圧

7／11

5／12

25／12

16／1

8／11

23／11

15／12

6／1

5／7

19／7

4／8

29／8

1／12

18／12

22／12

6／1

Serp．対

　0．4

　0．4

　0．5

Eg．対

　4

　4

　4

Eg，対

　4

　4

　4

Serp．対

　0．8

　1。2

C60．5

170／116

148／94

152／94

158／98

164／94

142／88

156／90

158／96

218／118

170／100

178／104

200／112

180／122

156／112

160／120

176／120

134

112（一22）

113（一21）

118（一16）

117

106（一11）

112（一5）

117（0）

151

123（一28）

129（一22）

141（一10）

141

127（一14）

137（一4）

139（一2）

14

17（＋3）

17（＋3）

18（＋4）

15

18（十3）

16（＋1）

19（＋4）

12

18（＋6）

14（＋2）

16（＋4）

9

11（＋2）

11（＋2）

12（＋3）

第28表　　Vr．治療による毛細血管圧の変化

灘
聾
及見

6

0．B．

43

G．1

氏

名

診

北
○
美

0
27♀

車
○
彦・
○
門

60δ

断

良
性
局
血
圧

良
士
局
血
圧

観

察

日

時

10／11

22／11

9／12

19／12

17／1

27／1

4／2

24／2

投

与

量

mg

対

4

4

4

対

2

5

9

全　身　血　圧

収縮期

拡張期
mmHg

156／96

146／86

134／84

132／86

188／90

150／86

172／74

172／90

　ヰ
　均

（差）

mmHg
116

106（一10）

101（一15）

101（一15）’

123

107（一16）

107（一16）

1i7（一6）

毛細血管

　血
　圧

（差）

mmHg
11

11（0）

13（＋2）

13（＋2）

26

20（一6）

24（一2）

23（一3）

第29表　各種降圧剤治療による

　　　毛細血管圧の変化

目’例

C5

Ru．

Vr。

数

12

8

2

上

昇

4

i

O

不

変

8

6

1

下

降

0

1

1

計
1例劃2215115い｝

％ 122・7｛68・219・1

註：正常日差変動を越えて変動する例を示す．

細血管圧は血圧下降と共に1例においてては軽度の上

昇を，1例においては正常日差変動を越えて下降を示

した．

　以上毛細血管圧の成績を総計すれば（第29表），血

圧の下降と共に毛細血管圧の上昇の傾向を示すもの

は22例中12例54．5％，降下の傾向を示すものは4例

18．2％，変化不定なものは6例27．2％であったが，

正常日差変動を越えて変化するものは上昇例5例22．

7％，下降例2例9．1％であり，残りの15例68．2％は

これを越えなかった．又正常日差変動を越えた例にお

いても正常値の範囲を出るものはなかった．

　血圧の変動と毛細血管圧の変化は必ずしも一致せ
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ず，又高血圧症の進行度によってもその変化に差は認 められなかった．

皿．考

　以上の実験成績に基き次の如く考案した．

　1）毛細血管像について

　高血圧症における毛細血管形態の諸変化を観察した

先入の報告は数多く4）5）23）26）一36），種々特徴が記載さ

れている．しかし一方これらの特徴の有意性を疑がつ

ている入もある（Boas　37），　K：ylin　38），　Lang　39））・

　高血圧症における余の観察では，動脈脚及び静脈脚

の狭小，血流速度の促進又は低下，異常血流，充盈度

の不良を認める例が増加していた．進行せる症例では

屈曲を示すものも亦増加した（第10表）．これを諸先

人の成績と比較するに，動脈脚の狭小は多数の入々が

一致して認めている事実であり5）23）26）28）『33），Weiβ

4）及びNiekau　26）は細動脈の収縮が波及したためと

考えている．静脈脚は初期の高血圧においては，0，

M廿11er　23），　Klingmu11er　27），Vannotti　31）は拡張を認あ

ているが，Deusch　und　Liepelt　28》，　Wei34），　Niekau

2‘3），Mufuson　29）はこれを認めていない．静脈脚の狭

小はWei　34），　Vannotti　31）は動脈硬化症にて，　Mu・

fuson　29）は高血圧症にて，0．　M廿11er　23）は白色高血

圧症においてそれぞれ認めており，いずれも進行した

型に多く認めている．余の成績においてもG．皿及び

G．皿一IV群に狭小を認めたのと一致している．画面

の延長及び屈曲はWei64），山森30），　Niekau　26），

Vannotti　31）は著明であるとしているが，　Klingm廿11er

ulld：Neverman　32），　Deusch　und　Liepe1†2s），　Mufuson

29）はこれを認めていない．余の成績ではG．皿及び

G．皿一IV群に屈曲例の増加が認められた．血流速度

については諸家の報告は余り一定していないが，Wei3

5），0．M琶11e　r23），　Niekau　26）は促進するものが多い

としている．動脈硬化が合併すればWeiβ5），：Niekau

26）は低下するとしている．余の成績では血流速度は

各群において促進するものが増加し又G．正IV群で

は低下するものも増加した．Burton　40）は小血管にお

いて抵抗の存在が局在するか，広範に亘るかによって

それより下部の血流は促進又は低下すると考えてい

る．毛細血管内の血流速度も毛細血管前部に影響され

て低下又は促進するものと考えられる．充盈度は当然

毛細血管径及び血流速度に支配されるが，Wei34），

Vannotti　31），：Niekau　21｝）は血柱非薄を認めている．異

常の血流状態は血液速度の異常に伴われることが多い

案

が，’：Niekau　26），　Deusch　und　Liepelt　28），0．　Muller

23），Wei35），　Vannotti　31）は異常血流を認めており，

Evans　41），0．　M甜er　33）の述べる如く毛細血管内の

血流の変動は細動脈の収縮の状態と関係があると考え

られる．以上の如く高血圧症に認められる毛細血管像

の諸変化は，諸先人の報告と大約一致していると思わ

れる．

　各群の毛細血管像について比較すれぼ（第10表），

眼底所見の進行と共に毛細血管像の諸変化は著明とな

った．これは高血圧症の進行と並行して毛細血管像の

変化も強くなることを示し，Lee　and　Holz　33）が最低

血圧の上昇と並行して異常所見の高度となるのを認め

たのと相通ずると考えられる．静脈脚の狭小はG．1群

では軽度に増加，G．］1及びG．二一IV群では著明に

増加した．又屈曲の増加はG．1［群及びG．皿一IV群

においてのみ認められた．静脈脚の狭小はVa皿otti

31）は本態性高血圧症の動脈硬化症への移行期に，0・

M廿11er　23）は白色高血圧症に，　Wei詩4）は動脈硬化症に

おいて認めている所見であり，高血圧の進行した症例

にいずれも認めている．品品の屈曲は動脈硬化症にお

いては著明に認められるとしている4）31）鋤35）入が多

い。静脈脚の狭小と屈曲の増加より，G．皿群以上に

は毛細血管の面からも硬化性病変の合併が推察され

る．しかし静脈脚の狭小は西丸42）及びFishberg　43）

の指摘する如く細動脈の強い収縮によっても起り得る

ので，毛細血管に硬化性病変が起つたと即断はできな

いと思われる．G．二二V群においては蹄係の著明な菲

薄と血流の低下が認められ；Vannotti　3Dが動脈硬化

症の末期に，G6del　und　H廿bert　36）及びKlingmUller

und：Neverman　32）が萎縮腎に認めた所見と類似し，

疾患の重篤性と関連あると考えられる．しかし後二者

が毛細血管の器質的変化を予想した蹄係縁の不整は必

ずしも認められなかった．

　これら高血圧症に認められる毛細血管像の意義につ

いては，先人の考え方は大約次の3種に大別されると

考える．

　（1）毛細血管が末梢抵抗の異常増加に積極的に関

与する．即ち毛細血管に第一義をおく．（Vannotti　31），

山森30））

　（2）　細動脈収縮の結果これに応じて毛細血管が変
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化した．即ち細動脈に第一義をおく．Weiβ4），　Niekau

26），Deusch　und　Liepelt　28））

　（3）全血管系収縮の部分現象として考える．
（Mufuson　29））

　現今においては緒論にも述べている如く，又毛細血

管圧の面より考えでも毛細血管の末梢抵抗の異常増加

への積極的関与はないとされている．余の観察した毛

細血管像の変化は細動脈収縮の影響として推察するこ

とができる．しかし毛細血管の積極的な収縮でないと

は形態の変化のみからは決定できないと思われる．

　2）毛細血管圧について

　0・B・，G・1，　G．］1群においては正常者と大差

なく，G．皿：一IV群において軽度の低下を認めた（第

11表）．高血圧においてDavis　44）は毛細血管圧の上昇

を，瀬戸口4s），竹内46），　Landemer　47）は低下を認め

ているが，：Kylin　48）49），　Meldolesi鋤，　Mufuson　29），

Eichna　and耳ordley　6），守61）は正常者と変らず，毛

細血管圧は存在する高血圧に影響されないと考えてい

る．動脈硬化症においてはSecher　52），瀬戸口45）は上

昇を，Landemer　47），　Basler　53）は低下を認めている

が，守51），G6del　51），　Rajka　59）は正常者と変らない

どしている．高血圧症の存在にも拘らず毛細血管圧の

上昇が認められないのは，末梢抵抗の異常増加は主と

して毛細血管より前部で起っており，毛細血管はこれ

に関与していないのであろうと考えられる．血圧の高

さと毛細血管圧の高さに密接な相関が得られなかった

が，血圧の高いG．三一IV群において却って毛細血管

圧の低下が認められた．これは毛細血管前部の強い収

縮のために毛細血管への流入血量の減少したためと考

えられ，Mendrarwitz55）は悪性高血圧症において指の

血流量の減少を観察じており，又余の成績においても

毛細血管像に血流の低下例が増しているのはこのこと

を暗示しているようである．丁丁及び悪性高血圧症に

おいて：Kylin　48）49），：Kraus・56），：Neverman　57）の認め

る如くには毛細血管圧の上昇は認められず，：Kylin　48）

の如く毛細血管高血圧の有無により高血圧を二つの型

に分けることが出来なかった．Mufuson　29）も腎性高

血圧においても毛細血管圧の上昇は認めていないし，

Deusch　und　Liepelt　28）もK：ylinの説48）を疑がつて

いる．

　毛細血管像及び圧の両者・より考える時，毛細血管は

末梢抵抗の異常増加には関与していないと想像され

る．毛細血管前部の狭小により毛細血管の形態はその

度に応じて変化するが，毛細血管圧は一定範囲に保た

’れ，物質交換の場としての本来の役割を果しているの

であろう．悪性期に至れば末梢抵抗の著明な増加のた

めに血流は阻害され毛細血管圧は低下し物質交換も順

調に行われ難くなるものと考えられる．毛細血管の変

化は全身血圧の高さとは密接には並行しないが，眼底

所見の進行と共に異常所見が強くなる．しかしながら

二心の間に認められる差異より細動脈に起っている変

化の性質を推察することはできなかった．

　なお少数例ではあるが，腎性高血圧においても他の

症例と異なる特徴として挙げ得るような所見は認めら

れず，毛細血管からは高血圧症の型を区別することは

困難であると思われる．

　3）急性血圧下降の場合

　各種降圧剤の注射による血圧の下降と共に，毛細血

管圧の上昇と毛細血管像の拡張が認められた（第21

表）．局所的な細動脈の拡張時には，毛細血管圧は上

昇し収縮時には低下することが知られている25》47）58）

　59）．又Eichna　and　Bofdley　6）は高血圧症において

も同様のことを認めている．又全身的の変化としては

Landis　60）はレイノー四病において細動脈の収縮及び

拡張により毛細血管圧は下降又は上昇することを認め

ている．一方毛細血管圧の変動については，Kraus5臼），

Landerner　47）は毛細血管内血流の増加により，0．

M廿11er　23）は細動脈拡張による毛細血管内血流の増加

により，又：Neverman　57），瀬戸口45）は毛細血管充盈

度と毛細血管壁緊張の増加により，いずれも毛細血管

圧は上昇すると考えている．各降圧剤の注射による血

圧の低下に際して，細動脈は拡張（又は細動脈収縮の

抑制）により毛細血管内の血流は増加し，毛細血管圧

は上昇すると考えられる（存在する高血圧の毛細血管

への波及も或いは一部関係しているかも知れないが）．

降圧剤による血圧の下降に際して毛細血管像の拡張す

ることは，Deusch　und　Liepelt　28）1ま　Nitritによっ

て，宮尾等19）はC6によって，申二等14）はIm。に

よって起る血圧下降に際して認めている所である．

　降圧剤による血圧下降において，毛細血管の変化は

血圧の変動とは必ずしも一致せず，その変動の強さ及

び変化の時期に相当のずれがあり，又毛細血管圧の変

動はすべて正常の範囲内に止まった．Fulton　61）は毛

細血管起始部に滑平線維性の筋様細胞による括約筋様

の機構を認め，この前毛細血管括約筋が細動脈と共に

或いは細動脈とは独自に収縮又は拡張し，毛細血管血

流を調整していることを明らかにした．Cβによる血

圧下降に際しLaborit　62）は細動脈の拡張と共に二毛
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細血管括約筋の開大を推論している．各降圧剤注射に

よる血圧下降に際し，細動脈と共に前毛細血管括約筋

も開大して毛細血管内血流は増大し毛細血管圧は上昇

すると考えられるが，血圧の変動と毛細血管の変化は

密接には一致せず又毛細血管圧の変動も正常範囲を越

えないことより考えて，前毛細血管括約筋が細動脈と

同時に拡張するのではなくして，細動脈拡張による血

流の変動に応じて前毛細血管括約筋は独自の調節作用

を営み，毛細血管内の血流の変動を一定範囲内に止め

ていると考えられる．各降圧剤の作用機転について

は，C6は交感神経節遮断により，　Im．はアドレナリ

ン作動遮断により，Vr．は中枢性の血管収縮刺戟の抑

制により，Ru．は血管運動中枢の抑制によりそれぞれ

降圧作用を示すと考えられ，Vr，，Ru．は直接血管拡

張作用はないとされている73）．各降圧剤による血圧

降下は末梢抵抗の減少により起るものであり，降圧剤

による毛細血管の変化は各薬剤によって直接毛細血管

に作用する代謝産物の産生されない限り，細動脈の拡

張による全身血圧の低下のために起つたと考えられ

る。降圧剤による全身血圧の低下に反し毛細血管圧が

逆に上昇することは，毛細血管は高血圧における末梢

抵抗の異常増加には関与していないことを示す積極的

な畑鼠であると考えられる．しかし一面においては毛

細血管圧の上昇は，細動脈の強い拡張による急激な血

圧の下降を緩和な変化にとどめる役割を或いは果して

いるかも知れない．

　各降圧剤について毛細血管圧の上昇率と血圧の下降

率との比を比較するとき（第20表），Im・は最も大き

く血圧の変化に比し毛細血管圧の変化が著明であり，

Ru．，Vr，はこれに反して十K．　P．：一B．　P．は小

さく血圧の変化に比して毛細血管圧の変化は小さい．

Cβはその中間にあった．Vr．による急激な血圧低下

により低血圧状態を示した1例においては毛細欲心の

収縮及びその圧の低下を認めたが，ショック時におけ

る如き前毛細血管括約筋の著明な収縮のため6りにか

或いは又全身血圧の低下のために毛細血管圧は低下

し，毛細血管は収縮し循環血液量の減少を防いでいる

と考えられる．

　悪性高血圧症においても他の症例と反応態度に相違

が認められず，両者の間の細動脈及び毛細血管の変化

の差を降圧剤の注射による変化によっては発見できな

かった．

　4）持続的な血圧下降の場合

　各種降圧剤の治療による血圧の持続的な下降に際し

約44％に毛細血管像の改善を認めた（第25表）．Lee

and　Holz　33）が高血圧症の自然血圧下降例の約半数に

異常所見の消失を認めた結果と一致しており，Grzec・

kowiak　65）も腎炎の回復と共に毛細血管像が正常に復

するのを認めている．各降圧剤による毛細血管像の改

善率は先に我々のRu．，Vr．及びCδ十アプレゾリン

について発表した成績のバリストカルヂオグラムの改

善率とほぼ一致したが，眼底及び心電図所見のそれよ

りは著明に多かった66）．これはバリストカルヂオグラ

ムも共に機能的な変化を追跡しているためかも知れな

い．

　毛細血管圧についてはKylin　48），　G6bel　5りは腎炎

の回復と共に毛細血管圧も正常に復：することを認めて

いるが，余の成績においては正常日差変動を越えて⊥

昇する例は22．7％にすぎず（第29表），降圧剤による

急性降圧の場合に比して比較的少ない．Eichna　and

Bordleyβ）も自然に降圧した高血圧症においてその前

後の毛細血管圧に一定の変化は認められないとしてい

る．毛細血管圧は組織と血液との物質交換を維持する

には一定範囲内に保たれる必要あり67），急性血圧下降

に際しては一時的にその変動に応じて毛細血管圧は変

り得るが，長期に亘る毛細血管圧の変動は本来の使命

たる物質交換に必ずしも好影響に与えず，血圧のみの

変動に対しては毛細血管圧は容易に変らないものが多

いと考えられる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IV．結

　余は高血圧症の患者の皮膚毛細血管について種々な

る観察を行い次の如き結果を得た．

　1）101例の高血圧症の皮膚毛細血管像においては，

動脈脚及び静脈脚の狭小，血流速度の促進，異常血流

の増加，充盈度の不良を認めるものが正常者に比して

増加していた．

論

　2）Keith－Wagnerの分類による眼底所見と対比す

れば動脈脚は各群に，静脈脚は0．B．群を除く各群

に狭小を示すものが増加し眼底所見の進行と共にその

頻度及び程度は増加した．屈曲を認めるものはG・∬

及びG・皿一IV群において増加を示した．血流二度は

各回に促進するもの増加し眼底所見の進行と共に著明
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となった．又G．皿：一IV群では血流速度の低下せるも

のも増加した．異常血流及び充盈度の不良はO．B．

群を除き半群に増加が認められ眼底所見の進行と共に

著明となった．蹄係高及び蹄係数には三州が認められ

なかった．

　3）81例の高血圧症における毛細血管圧は範囲，平

均値共に正常者のそれらと大差を認めなかった．

　4）眼底所見と対比すれば0．B．，G．1，　G．丑群

においては正常者と大差なく，G．正IV群において

のみ軽度の低下を認めた．

　5）降圧剤の1回注射による急性血圧下降に際して

血圧下降と共に毛細血管は拡張し，毛細血管圧は上昇

した．しかし毛細血管圧は正常値の範囲を出なかっ

た．

　6）各薬剤について比較すれば，余の使用した量で

は血圧及び毛細血管圧に及ぼす影響はC6最も強く，’

Vr・，　Ru．，Im・の順で，毛細血管像に及ぼす影響は

C6，　Im，，Vf．，Ru．の順で強かった．

塾7）C6，　C5，　Ru．，Vr，等の治療に’よる持続的な血

圧下降により毛細血管像の改善が41例中18例43．9％

に認められた．

　8）上記の降圧剤治療による持続的な血圧下降に際

して，毛細血管圧の変化は大多数正常日差変動範囲内

に止まるも，少数例においては1これを越える上昇が見

られた．かかる者においても毛細血管圧が正常値の範

囲を越えることはなかった．

　9）以上の点より毛細血管は高血圧症における末梢

抵抗の異常増加には関与せず，細動脈の狭小の度に応

じて毛細血管の形態は二次的に変化を示すが，毛細血

管圧は高血圧の進行が高度でない限り一定範囲内に保

たれていると考えられる．
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紺田論文附図（1）

　　　写只　1

倉○敏○δ28戴
　正常血圧名

島

疑「へ

款

　　　　写真　2
（症例5）　山○矢○司　25歳δ

　　良性高血圧　　OB群

毒画

ヰ　拓

　　　　写真　4
（症例86）室　○　利　0　66歳δ

　　良性高血圧　　G皿群

　　　　写真　3
（症例14）　　本　　 ○　　†曽「　（⊃　　26歳ε；

　　良性高血圧　　GI群

　　　　写頁　5
（症例91）道○才045歳δ
　薯性高血圧　　症G皿一W群



紺田論文附図（2）

　　　　写真　6
（症例54）出○幸○郎46厳3
良呂高血圧　GH群　c冶療前

　　　　　写頁　7
（症例54）　LBO幸○郎　46歳ε
良性高血圧　G∬割　C槍療後

　　　　写　貞　8
（五L・1　㌧90）　　ノil　　こ）　　久　　0　　38歳δ

醤L高血ll　G皿一IV群　Ru冶療前

　　　　　写　9　東

（症伊90）川○久038厳δ
悪’』高血rE　G】1－IV群　Ru冶療後

譲騰

喪章灘

　　　　　写真　10

（症例6）北○美027歳♀
良性高血圧　OB群　Vf治療前

轡

　　　　　写　真　11
（症例6）北　○　美　0　27歳♀

良性高血圧　OB群　Vr冶療後


